
再
生
産
論
(
「
資
本
論
』

「
二
巻
三
篇
」
)
の
成
立
に
つ
い
て

オぇ

谷

は
し
が
き

第
一
章
『
剰
余
価
値
学
説
史
』
に
お
け
る
諸
研
究
に
つ
い
て

第
一
節
不
変
資
本
の
再
生
産
に
か
ん
す
る
付
論
の
考
察

第
二
節
資
本
と
収
入
等
の
交
換
に
か
ん
す
る
付
論
の
検
討

第
三
節
ケ
ネ
i
の
『
経
済
表
』
に
か
ん
す
る
「
岐
論
一
の
検
討

第
四
節
そ
の
他
の
叙
述
部
分
に
か
ん
し
て

l

l
以
上
前
ロ
ゲ
(
第
二
十
巻
)
所
裁

第
二
末
マ
ル
グ
ス
『
経
済
表
』
の
成
立
と
そ
の
意
義

第
二
郎
マ
ル
グ
ス
「
経
済
表
』
の
特
質
に
つ
い
て
(
一
)

第
二
節
マ
ル
グ
ス
『
経
済
表
』
の
特
質
(
二
)

第
三
節
『
経
済
表
』
成
立
の
「
起
点
」
は
一
地
代
論
の
完
成
}
で
あ
る
の
か
|
|
以
上
本
号
所
載

泊
三
章
二
一
巻
二
篇
」
構
想
の
成
立
に
つ
い
て

第
一
節
構
想
の
成
立
時
期
に
か
ん
す
る
考
証

第
二
節
構
想
成
立
と
「
四
部
作
.
ブ
ラ
シ
L

と
の
関
係
お
よ
び
い
わ
ゆ
る
.
フ
ラ
ン
問
題
と
の
関
連
に
つ
い
て

第
四
章
(
む
す
び
)
「
二
巻
三
篇
」
の
位
置

あ
と
が
き

再
生
産
論
(
資
木
論
「
二
巻
三
編
」
)
の
成
立
に
つ
い
て

，-.， 

、-../

〆'、、、
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再
生
産
論
(
資
本
論
「
二
巻
三
編
」
)
の
成
立
に
つ
い
て

/、、

'-' 

。

第
二
章

マ
ル
ク
ス

『
経
済
表
』

の
成
立
と
そ
の
意
義

第
一
節

『
経
済
表
』
の
特
徴

(

一

)

前
章
で
み
た
き
た
一
八
六
二
年
の
諸
研
究
宏
契
機
と
し
て
、
翌
六
三
年
に
は
、

マ
ル
グ
ス
自
身
の
『
経
済
表
』
が
成
立
す
る
に
い

た
る
。

こ
の
『
経
済
表
』
は
、
前
述
の
「
学
説
史
」
を
ふ
く
む
二
十
三
冊
の
ノ

I
ト
の
う
ち
の
第
二
十
二
冊
に
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、

き
わ
め
て
類
似
し
た
二
葉
の
も
の
が
あ
る
。

そ
れ
ら
は
、

わ
れ
わ
れ
の
目
に
ふ
れ
う
る
か
た
ち
で
は
、

『
資
本
論
』
(
ア
ド
ラ
ッ
キ
ー
版
)

の
補
遺
に
の
せ
ら
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、

そ
の
編
集
者
の
注
に
は
つ
ぎ
の
ご
と
く
の
べ
ら
れ
て
い
る
。
「
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
手
紙
(
一

八
六
三
年
七
月
六
日
付
、

エ
シ
ゲ
ル
ス
あ
て
の
手
紙
!
引
用
者
)
に
二
葉
の
表
を
添
付
す
る
。
こ
れ
は
、
一
八
六
二
年
か
ら
六
一
二
年
に
わ
た

る
『
経
済
学
批
判
』
と
題
さ
れ
た
マ
ル
グ
ス
の
遺
稿
ノ

1
ト
第
二
十
二
舟
に
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
手
稿
の
フ
ォ
ト
コ
ピ
ー
は
、

M
-
E

-
L研
究
所
の
ア
ル
ヒ

l
フ
に
あ
る
。
こ
の
手
稿
と
右
手
紙
と
に
お
い
て
は
、
第
一
部
門
(
消
費
資
料
の
生
産
)
が
尚
・

1
、
第
二
部
門

(
生
産
手
段
の
生
産
)
が
防
・

2
、
と
な
っ
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
ナ
シ
パ

1
そ
表
の
理
解
を
容
易
に
す
る
た
め
に
、
『
資
本
論
』

第
二
部
と
同
じ
よ
う
に
変
更
し
た
。
;
ぃ
!
こ
の
第
一
表
は
二
部
門
聞
の
変
換
を
示
す
が
、
第
二
表
の
方
は
総
再
生
産
過
程
を
示
し
て
い
る
」

(
『
資
本
論
』
ア
ド
ラ
ッ
キ
ー
版
〈
ナ
ウ
カ
社
復
刻
版
V
、
第
二
巻
第
二
分
舟
、

m-ae。

(
1
)
本
稿
で
は
、
こ
の
変
更
を
原
表
の
と
お
り
に
し
て
示
し
て
あ
る
。

『
表
』
の
検
討
に
入
る
の
に
さ
き
だ
っ
て
、

こ
の
表
の
作
製
時
点
を
、
同
表
が
記
載
さ
れ
て
い
る
ノ

l
ト
第
二
十
二
冊
の
執
筆
時
期
と



い
う
点
で
簡
単
に
み
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

ま
ず
、
同
年
三
月
か
ら
五
月
上
匂
に
か
け
て
は
、
機
械
、
相
対
的
剰
余
価
値
、
賃
銀
と
剰
余

価
値
等
に
か
ん
す
る
研
究
が

一
月
|
二
月
の
研
究
に
つ
づ
い
て
補
足
的
に
お
こ
な
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
補
足
研
究
は
ノ

l
ト
第
二
十
冊

(
2
)
 

に
み
ら
れ
る
(
『
マ
ル
グ
ス
年
唯
一
回
』
)
。
ま
た
、
ノ
ー
ト
第
二
十
冊
か
ら
第
二
十
三
舟
ま
で
の
各
所
に
は
、

「
学
説
史
」
の
た
め
の
文
献
史
的

補
遺
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
ら
の
補
遺
を
み
る
と
、
右
諸
ノ

l
ト
と
は
別
の
「
文
献
史
的
な
も
の
の
抜
粋
ノ

1
ト
」
(
抜
粋
ノ

l

ト
な
い
し
補
冊
ノ

l
ト
と
称
さ
れ
、

A
l
Hま
で
あ
る
)
に
対
す
る
参
照
指
示
が
み
ら
れ
る
。
そ
の
な
か
に
、
第
二
十
二
冊
の
終
り
か
ら

第
二
十
三
一
冊
の
始
め
に
か
け
て
の
部
分
で
、
右
抜
粋
ノ
l
ト
A
お
よ
び
日
へ
の
参
照
指
示
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
抜
粋
ノ

1
ト
の
作
製

(
五
月
二
十
九
日
付
、 そ

れ
は
お
お
よ
そ
四
月
か
ら
五
月
下
旬
に
か
け
て
(
と
く
に
ノ

i
ト
H
は
五
月
中
旬
以
後
)
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る

(
3
)

〈

4
)

エ
ン
ゲ
ル
ス
へ
の
手
紙
。
『
マ
ル
グ
ス
の
手
稿
カ
タ
ロ
グ
L

)

。
そ
し
て
、
七
月
六
日
付
エ
シ
ゲ
ル
ス
あ
て
の
手
紙

時
期
を
み
る
と
、

に
『
表
」
が
示
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
み
て
『
表
」
(
お
よ
び
ノ

l
ト
第
二
十
二
冊
)
が
そ
れ
以
前
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ

る
。
従
っ
て
、
以
上
の
諸
点
か
ら
す
れ
ば
、
ノ
ー
ト
第
二
十
二
舟
の
執
筆
時
期
は
、
お
お
よ
そ
五
月
下
匂
か
ら
六
月
の
あ
い
だ
、
換
言
す

(
5
)
 

れ
ば
、
抜
粋
ノ

l
ト
が
ほ
ぼ
作
製
さ
れ
た
時
点
よ
り
以
後
で
七
月
六
日
よ
り
も
以
前
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、

『
学
説
史
』
の

序
言
に
は
、

「
ベ
テ
イ
に
か
ん
す
る
詳
細
な
歴
史
的
・
批
判
的
ス
ケ
ッ
チ

l
lこ
れ
は
、

一
八
六
三
年
五
月
に
書
い
た
手
稿
ノ

1
ト
第

十
二
冊
に
ふ
く
ま
れ
て
:
・
:
云
々
」

(ω
・
8
と
い
う
記
述
が
あ
る
が
、

ど
う
い
う
根
拠
に
よ
る
も
の
か
明
ら
か
で
な
い
。

(
2
)

『
マ
ル
グ
ス
年
譜
』
、
「
一
二
月
l
五
月
上
句
・
:
機
械
、
相
対
的
剰
余
価
値
、
賃
銀
と
剰
余
価
値
等
を
さ
ら
に
補
足
す
る
。
〈
《
資
本
論
》
の

準
備
作

y
j
-ノ
l
ト

M
M」
(
前
掲
、
訳
H
V
-
N

∞ω)
。

(
3
)

「
そ
の
後
も
ち
ろ
ん
怠
け
て
い
た
の
で
は
な
い
が
、
仕
事
は
で
き
な
か
っ
た
。
僕
の
や
っ
た
こ
と
は
、
一
部
は
ロ
シ
ア
・
プ
ロ
イ
セ
ン
・
ポ
ー
ラ

ン
ド
事
件
に
お
け
る
僕
の
穴
(
外
交
的
、
歴
史
的
)
を
埋
め
る
こ
と
、
一
部
は
経
済
学
の
僕
が
取
り
扱
っ
た
部
分
に
か
ん
す
る
各
種
の
交
献
史
的
な

も
の
を
読
み
、
か
っ
、
抜
粋
す
る
こ
と
だ
っ
た
。
こ
の
方
は
大
英
博
物
館
で
、
い
ま
は
ま
た
比
較
的
仕
事
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
、
重
荷
を

再
生
産
論
(
資
本
論
「
二
巻
三
篇
」
)
の
成
立
に
つ
い
て

(一一)

一
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資
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三
篇
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て
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533す

不



再
生
産
論
(
資
本
論
「
二
巻
三
篇
」
)
の
成
立
に
つ
い
て

(一一)

四

片
づ
け
る
こ
と
に
し
よ
う
。
経
済
学
を
印
刷
で
き
る
よ
う
に
清
書
し
よ
う
(
そ
し
て
最
後
の
仕
上
げ
を
し
よ
う
)
」

H
U
E
W

切

mgag-ω
・ω印

。
)
。

(
4
)

こ
れ
は
、
本
学
の
川
鍋
正
敏
氏
が
昨
年
東
ド
イ
ツ
に
留
学
さ
れ
た
お
り
に
写
筆
し
て
こ
ら
れ
た
『
マ
ル
ク
ス
の
手
稿
カ
タ
ロ
グ
』
(
ア
ム
ス
テ
ル

ダ
ム
の
社
会
史
国
際
研
究
所
一
前
所
長
ブ
ル
メ
ン
ベ
ル
グ
作
製
)
で
、
こ
れ
を
み
る
と
、
抜
粋
ノ

1
ト
B
が
六
三
年
五
月
に
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
(
「
切
-S・
国
己
目
同
町
内
円
切
-
F
c
E
o
p
冨

a
z
g」)。

、
、
、

(
5
〉
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
、
『
資
本
論
」
第
三
巻
へ
の
序
一
一
一
一
口
で
、
第
二
十
三
冊
目
の
ノ
1
ト
は
六
三
年
六
月
ま
で
に
完
了
し
た
と
の
べ
て
い
る
が
、
六
月

ま
で
と
い
う
の
が
文
字
通
り
五
月
一
杯
と
い
う
こ
と
だ
と
す
れ
ば
、
以
上
の
諸
点
か
ら
み
七
思
い
違
い
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の
完
了
は
、
七
月
ま

で
、
あ
る
い
は
こ
と
に
よ
る
と
七
月
初
句
ま
で
か
か
っ
て
い
る
と
考
え
る
方
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
「
乙
と
に
よ
る
と
七
片
初
旬
ま
で
」
と
い
う

の
は
、
「
マ
ル
グ
ス
年
譜
』
花
、
「
五
月
l
七
月
上
旬
・
剰
余
価
値
学
説
史
の
た
め
の
ノ
l
ト
を
と
り
、
剰
余
価
低
の
資
本
へ
の
再
転
化
、
本
源
的

蓄
積
、
植
民
制
度
、
資
本
の
再
生
産
過
程
、
に
つ
い
て
書
く
八
《
資
木
論
》
の
準
備
作
V
・
:
・
ノ
l
ト
M
M内
同
|
間
以
目
。
抜
粋
ノ
ー
ト
一
八
六
三
」

(
訳
戸
留
品
)
と
い
う
記
述
内
か
あ
り
、
ま
た
『
学
説
史
』
の
編
集
者
序
吾
一
口
に
も
、
「
一
入
六
一
l
l
六
三
年
の
手
稿
を
労
作
し
お
え
た
一
ヶ
月
ほ
ど
の
ち

に
、
マ
ル
グ
ス
は
(
一
八
六
三
年
八
月
十
五
日
付
の
手
紙
で
)
云
々
」
(
印
・
∞
)
と
い
う
記
述
が
み
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
右
の
二
つ
の
記

述
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
ノ
ー
ト
第
二
十
三
刑
八
戸
に
お
V
に
み
ら
れ
る
ケ
ネ
1
『
経
済
表
』
に
か
ん
す
る
補
足
的
考
察
(
『
学
説
史
』
第
一
巻
補

遺
参
照
)
を
し
た
こ
と
が
、
例
の
七
月
六
日
付
の
手
紙
で
エ
シ
ゲ
ル
ス
ヘ
「
経
済
表
』
を
書
き
送
っ
た
一
契
機
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と

い
う
推
測
も
な
り
た
ち
う
る
。

(
R
冨・開・
4
『

R
M
8
・3

目
立
N

右
が
ノ

1
ト
第
二
十
二
冊
に
示
さ
れ
、
前
述
『
資
本
論
』
の
補
遺
に
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
つ
の
『
経
済
去
』
で
あ
る
。
こ
の
う

ち
、
「
第
二
表
」
が
七
月
六
日
付
エ
ン
ゲ
ル
ス
へ
の
手
紙
に
書
き
送
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
通
常
マ
ル
グ
ス
の
「
経
済
表
』
と
称
さ
れ
て

い
る
(
本
稿
で
も
、
単
に
、

『
経
済
表
』
ま
た
は
「
表
』
と
い
う
場
合
に
は
、

こ
の
「
第
二
表
」
を
さ
す
と
と
に
す
る
)
。

つ
ぎ
に
、
こ

の
『
経
済
表
』
に
か
ん
す
る
マ
ル
グ
ス
の
説
明
を
、

さ
き
の
手
紙
か
ら
引
用
す
る
。

「
:
:
同
封
の
「
経
済
表
』
は
、
僕
が
ケ
ネ

l
の
表
に
代
え
る
も
の
だ
j
e
-
-
。
そ
れ
は
総
再
生
産
過
程
を
包
括
し
て
い
る
。
君
の
知
る

よ
う
に
、

A
-
ス
ミ
ス
は
「
自
然
価
格
』
ま
た
は
『
必
要
価
格
』
を
賃
銀
、
利
潤
(
利
子
)
、
地
代
か
ら
構
成
す
る

l

l
従
っ
て
全
部
を



収
入
に
分
解
さ
せ
る
。
こ
の
不
合
理
は
リ
カ
l
ド
に
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
彼
は
地
代
を
単
に
偶
然
的
な
も
の
と
し
て
、

カ
タ
ロ
グ
か
ら

除
い
て
い
る
と
は
い
え
、

ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
経
済
学
者
が
と
れ
を
ス
ミ
ス
か
ら
継
承
し
た
の
で
あ
っ
て
、

こ
れ
に
反
論
す
る
者
は
別
の

不
合
理
に
お
ち
こ
ん
で
い
る
。
・
:
・
:
:
・
。

さ
て
、
僕
の
表
は
、
僕
の
木
の
最
後
の
諸
章
の
一
つ
に
総
括
と
し
て
現
わ
れ
る
も
の
だ
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
理
解
の
た
め
に
つ
ぎ
の

点
が
必
要
だ
。

1
.
数
字
は
ど
う
で
も
よ
い
。
百
万
を
一
示
す
も
の
と
し
て
も
よ
い
。

2
.
生
活
手
段
は
こ
こ
で
は
年
々
消
費
源
に
入
る
(
ま
た
は
表
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
る
蓄
積
が
な
け
れ
ば
消
費
源
に
入
り
う
る
で
あ
ろ

予つ)
一
切
の
も
の
を
怠
味
す
る
。
第
一
部
類
(
生
活
手
段
)
で
ほ
全
生
産
物
(
七

O
O
)
が
生
活
手
段
か
ら
な
り
、
こ
れ
は
当
然
の
こ
と
と
し

て
不
変
資
本
(
原
料
、
機
械
、
建
物
な
ど
)
に
は
入
ら
な
い
。
同
様
に
第
二
部
類
で
は
、
全
生
産
物
が
不
変
資
本
を
な
す
商
品
、
す
な
わ

ち
原
料
お
よ
び
機
械
と
し
て
再
び
再
生
産
過
程
に
入
る
商
品
か
ら
な
っ
て
い
る
。

3
.
上
向
線
は
点
線
、
下
向
線
は
直
線
に
な
っ
て
い
る
。

4
.
不
変
資
本
は
、
原
料
お
よ
び
機
械
か
ら
な
る
資
本
部
分
で
あ
る
。
可
変
資
本
ほ
、
労
働
と
安
換
さ
れ
る
資
本
部
分
で
あ
る
。

5
.
例
え
ば
、
農
業
な
ど
で
は
同
一
生
産
物
:
:
:
の
一
部
分
は
生
活
子
段
を
な
す
の
が
、
他
一
部
分
は
再
び
そ
の
現
物
形
態
で
:
・
原

料
と
し
て
再
生
産
に
入
る
。

し
か
し
こ
の
こ
と
は
少
し
も
事
態
を
変
え
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
う
し
た
生
産
部
門
は
、

一
方
の
属
性
か
ら

は
第
二
部
類
に
、
他
方
の
属
性
か
ら
は
第
一
部
類
に
現
わ
れ
る
か
ら
。

6
.
そ
こ
で
全
事
態
(
仏

R
m
g
N
g
の
g
n
r
r
v
g
)
は
つ
ぎ
の
と
お
り
。

第
一
部
類
。
生
活
手
段
。
労
働
材
料
お
よ
び
機
械
(
す
な
わ
ち
機
械
の
う
ち
磨
損
分
と
し
て
年
生
産
物
に
入
る
部
分
υ

機
械
な
ど
の
末

再
生
産
論
(
資
木
諭
「
二
巻
三
篇
」
)
の
成
立
に
つ
い
て

r-、
一一、、J

五



再
生
産
論
(
資
本
論
「
一
一
巻
一
二
信
」
)
の
成
立
に
つ
い
て

( 

--、ーノ

~ 

/， 

消
費
部
分
は
一
般
に
表
面
に
現
わ
れ
な
い
〉
は
例
え
ば
四

0
0ポ
ン
ド
。
労
働
と
交
換
さ
れ
た
可
変
資
本
H

一
O
Oは
三

O
Oと
し
て
再

生
産
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
一

O
Oは
完
賃
を
生
産
物
で
填
補
し
、
二

O
Oを
剰
余
価
値
(
不
払
剰
余
労
働
)
を
あ
ら
わ
す
の
生
産
物
は
七

O
Qで

そ
の
う
ち
凹

0
0は
不
変
資
木
の
価
値
を
あ
ら
わ
す
が

こ
の
不
変
資
本
は
全
部
生
注
物
に
移
っ
て
い
る
か
ら
填
補
さ
れ
h
ば

な
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
。

可
変
資
本
と
剰
余
価
値
と
の
こ
の
比
率
で
は
、
労
働
者
が
労
働
日
の
一
二
分
の
一
を
自
分
の
た
め
に
、
一
二
分
の
二
を
伎
の
自
然
的
ト
い
ん
一
回
ど

も

(

げ

山

田

B
E
E
-
E湾
民
0
5
)
の
た
め
に
労
働
す
る
こ
と
が
仮
定
さ
れ
て
い
る
。

従
っ
て

一
O
O
(可
変
資
本
)
は
点
線
で
一
不
さ
れ
る
よ
ろ
に
貨
幣
で
労
賃
と
し
て
支
払
わ
れ
る
。
労
働
者
は
こ
の
一

C
C
で
(
下
両

線
で
一
万
さ
れ
る
よ
う
に
)

こ
の
部
類
の
生
産
物
す
な
わ
ち
生
活
手
段
を
一

O
Oだ
け
買
う
。
か
く
て
貨
幣
は
第
一
部
類
の
資
本
家
階
級

に
選
流
す
る
。

剰
余
価
値
二

O
Oは
そ
の
一
般
的
形
態
で
は
利
潤
で
あ
る
が
、
産
業
利
潤
(
商
業
利
潤
を
ふ
く
む
)
と
、
さ
ら
に
産
業
資
本
家
が
貨
幣

で
支
払
う
利
子
と
、
同
じ
く
彼
が
貨
幣
で
支
払
う
地
代
と
に
分
裂
す
る
。
こ
の
産
業
利
潤
、
利
子
、
地
代
と
し
て
支
払
わ
れ
た
賃
幣
は
、

こ
れ
で
第
一
部
類
の
生
産
物
が
買
わ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
還
流
す
る
(
下
向
線
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
)
。

か
く
て
第
一
部
判
明
の
内
部
で
産

業
資
本
家
に
よ
っ
て
支
出
さ
れ
た
貨
幣
は
、
生
産
物
七

O
O
の
う
ち
一
三

O
Oが
労
働
者
、
企
業
家
、
金
持
、
地
主
に
よ
っ
て
消
費
さ
れ
る

聞
に
、
全
部
彼
に
還
流
す
る
。
第
一
部
類
に
民
っ
て
い
る
の
は
、
生
産
駒
の
剰
余
(
生
活
手
段
で
)
四

O
Oと
不
変
資
本
の
不
足
四

C
C

と
で
あ
る
。

第
二
部
類
。
機
械
と
原
料
。

こ
の
部
類
の
全
生
産
物
は
、
不
変
資
本
を
填
補
す
る
生
産
物
部
分
だ
け
で
は
な
く
、
労
賃
の
等
価
と
剰
余
価
値
と
そ
あ
ら
わ
す
部



分
も
、
原
料
と
機
械
か
ら
な
っ
て
い
る
の
で
、

こ
の
部
類
の
収
入
は
、
こ
の
部
類
自
身
の
生
産
物
に
お
い
て
で
は
な
く
、

た
ど
第
一
部
類

の
生
産
物
に
お
い
て
の
み
実
現
さ
れ
う
る
。

し
か
し
、
こ
こ
で
な
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
蓄
積
を
除
舛
す
れ
ば
、
第
一
部
類
が
第
二
部
類
か

ら
買
い
う
る
の
は
、

そ
の
不
変
資
本
の
填
補
の
た
め
に
必
要
と
す
る
だ
け
で
あ
り
、
第
二
部
類
が
第
一
部
類
の
生
産
物
に
支
出
し
う
る
の

は
、
そ
の
生
産
物
の
う
ち
労
賃
と
剰
余
価
値
(
収
入
)
と
を
あ
ら
わ
す
部
分
の
み
で
あ
る
べ

か
く
て
第
二
部
類
の
労
働
者
は
そ
の
貨
幣

三一二
1
一3
を
第
一
部
類
の
生
産
物
に
支
出
す
る
。
第
二
部
類
の
剰
余
価
値
で
も
同
じ
こ
と
が
お
こ
な
わ
れ
る
。

こ
れ
は
第
一
部
類
に
お
け

る
と
同
じ
く
産
業
利
潤
、
利
子
、
地
代
に
分
裂
す
る
。

か
く
て
四

O
Oが
貨
幣
で
第
二
部
類
か
ら
第
一
部
類
の
資
本
家
に
流
れ
、

そ
の
代

り
に
第
一
部
類
は
そ
の
生
産
物
の
残
り
四

C
Cを
第
二
部
類
に
渡
す
。

乙
の
四

O
O
の
貨
幣
で
第
一
部
類
は
そ
の
不
変
資
本
H

四
O
O
の
填
補
の
た
め
に
必
要
な
も
の
を
第
二
部
類
か
ら
買
い
、
こ
う
し
て
第

二
部
類
に
は
、
野
賃
と
消
費
(
産
業
資
本
家
自
身
、
金
持
、
地
全
一
の
)
に
支
出
さ
れ
た
賃
幣
が
再
、
ひ
流
れ
こ
む
。
佐
二
、
第
二
部
類
に
は
そ

の
総
生
産
物
の
う
ち
で
五
一
三
子
i
一3
が
残
り
、
第
二
部
類
は
こ
れ
で
そ
れ
自
身
の
泊
粍
不
変
資
本
を
填
補
す
る
。

一
部
は
第
一
部
類
の
内
部
で
お
こ
な
わ
れ
、

一
部
は
第
一
部
類
と
第
二
部
類
間
で
お
こ
な
わ
れ
る
運
動
は
、
同
時
に
、

い
か
に
両
部
類

の
そ
れ
ぞ
れ
の
産
業
資
本
家
に
、
彼
ら
が
改
め
て
労
賃
、
利
子
、

地
代
を
支
払
う
貨
幣
が
還
流
す
る
か
を
示
し
て
い
る

c

第
三
部
類
は
総
再
生
産
を
示
す
。

第
二
部
類
の
総
生
産
物
は
、

こ
こ
で
は
全
社
会
の
不
変
資
本
と
し
て
現
わ
れ
、
第
一
部
類
の
総
生
産
物
は
、

可
変
資
本
(
労
賃
)
と
互

い
に
剰
余
価
値
を
わ
け
あ
う
諸
階
級
の
収
入
と
を
填
補
す
る
生
産
物
部
分
と
し
て
現
わ
れ
る
」
(
ミ
戸
別
・
者
向
同
}
8
3
E
E
u
p
ω
・ω
S
8
3
0

以
上
が
マ
ル
グ
ス
自
身
に
よ
る
『
経
済
表
』
(
「
第
二
表
」
)
の
説
明
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
も
う
一
つ
の
『
表
』
(
「
第
一
表
」
)
と

こ
の
「
第
二
表
」
と
を
く
ら
べ
て
み
る
と
、
両
者
は
ほ
と
ん

E
同
じ
で
あ
る
が
、

た
だ
つ
ぎ
の
三
点
に
相
違
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
第

再
生
産
論
篤
(
資
本
論
「
二
巻
三
篇
」
)
の
成
立
に
つ
い
て

r、、
一一、、J



再
生
産
論
へ
資
本
論
「
三
巻
三
篇
」
)
の
成
立
に
つ
い
て

/ー、

一一・) 

入

点

「
第
一
七
一
と
で
は
、
同
(
ぐ
十
冨

)
H
回
の

と
い
う
関
係
が
直
接
に
図
示
さ
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
生
活
手
段
部
門
の
四

O
O
C
と

生
産
手
段
部
門
の
四

O
O
(
Vプ
ラ
ス

M
)
と
が
直
結
し
て
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
「
第
二
表
」
で
は
、
一
方
で
生
辰
手
段
部

門
の

V
プ
ラ
ス

M
が
生
活
手
段
部
門
の
生
庄
物
(
四

0
0
)
を
買
い
と
り
、
他
方
で
生
活
手
段
部
門
の
四

O
O
Cが
生
産
手
段
部
門
の
生

産
物
(
九
三
一
ニ

1
一3
)
か
ら
出
(
補
さ
れ
る
と
い

P

っ
か
だ
ち
で
表
示
さ
れ
て
い
ら
υ

要
す
る
に
、
両
部
門
間
の
填
補
の
表
一
部
椋
式
が
多
少
異

な
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
第
二
点
。
「
第
二
表
」
で
は
、
総
再
生
産
(
「
第
三
部
類
」
)
が
第
一
、
第
二
部
類
の
総
括
と
し
て
お
か
れ
、

三
つ
の
部
類
が
直
線
で
結
合
し
て
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
全
土
産
物
の
う
b
、
以
入
に
当
る
何
悩
部
分
、
が
全

消
費
生
産
物
(
第
一
部
類
の
生
産
物
全
部
)
に
等
し
い
こ
と
、
従
っ
て
ま
た

A
・
ス
ミ
ス
の
「
V
プ
ラ
ス

M
の
ド
グ
マ
」
が
誤
っ
て
い
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
よ
う
に
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
く
ら
べ
て
「
第
一
表
」
の
方
は
、
三
つ
の
部
類
が
直
線
で
結
ぼ
れ
て
い
な
い
し
、

総
括
に
お
け
る
収
入
諸
形
態
の
表
示
も
な
い
っ
第
二
吉
川
。

「
第
一
表
」
で
は
固
定
資
本
部
分
が
一
示
さ
れ
て
い
る
の
に
「
第
二
表
」
で
は
示

さ
れ
て
い
な
い
。
以
上
で
あ
る
。
さ
て
、
こ
う
し
た
相
連
か
ら
明
瞭
に
な
る
こ
と
は
、
「
第
二
表
」
は
「
第
一
表
」
に
廿
位
争
つ
い
て
こ
れ
を

若
干
「
修
正
」
し
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
と
と
、
総
再
生
産
過
程
を
総
括
的
に
表
示
す
る
場
合
に
は
「
第
二
表
」
の
方
が
や
や
ベ
タ
ー
で
あ

る
と
い
う
こ
と
、

で
あ
る
。
だ
が
い
う
ま
で
も
な
く
、
両
表
は
「
ケ
ネ

1
の
経
済
表
に
代
る
も
の
」
と
し
て
総
再
生
産
過
程
を
表
示
す
る

(6) 

こ
の
聞
に
理
論
上
の
発
展
関
係
が
伏
在
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

た
め
の
も
の
で
あ
っ
て
、

(
6
)

平
田
清
明
氏
は
、
両
表
の
関
係
に
つ
い
て
つ
ぎ
の
ご
と
く
主
張
し
て
お
ら
れ
る
。
「
・
・
両
表
の
聞
に
は
重
大
な
相
違
点
が
見
出
さ
れ
る
。
表

H
 

I
に
お
い
て
は
、
第
I
部
門
・
第
H
部
門
と
も
こ
、
充
用
不
変
資
本
高
値
(
第
I
部
門
日
ω
|
第
E
部
門
品
C
O
)

の
み
な
ら
ず
、
こ
れ
と
は
区
別
さ
れ

f

f

ω

 

た
意
味
で
の
投
下
不
護
口
〈
本
価
値
(
第
I
部
門
田
ωω
ザ

m
E
部
門
言
。
)
が
計
上
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
支
E
に
あ
っ
て
は
、
も
っ
ぱ
ち
充

用
資
本
価
値
の
み
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
表
ー
で
は
、
「
再
生
産
過
程
表
』
が
回
転
循
環
論
の
母
斑
を
身
に
ま
と
っ
て
い
る

3

ケ
ネ
l
終
済

表
の
発
展
に
な
ぞ
ら
え
て
言
え
ば
、
こ
の
表
I
は
、
マ
ル
グ
ス
の
『
原
表
』
と
も
言
い
う
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
表
E
に
お
い
て
は
、
充



用
資
本
の
運
動
総
体
と
し
て
表
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
ケ
ネ
l
の
範
式
に
相
当
す
る
も
の
と
主
張
し
う
る
で
あ
ろ
う
。
表
I
と
表
E
と

の
相
違
は
、
そ
れ
自
体
、
『
資
本
論
』
に
登
場
す
る
再
生
産
表
式
が
、
回
転
循
環
過
程
分
析
を
母
殆
と
し
な
が
ら
、
そ
れ
か
ら
の
相
対
的
独
自
性
を

表
示
し
た
も
の
に
他
な
ら
ぬ
こ
と
を
、
物
語
る
」
(
『
経
済
科
学
の
創
造
』
岩
波
、
同
Y
A
5
5
0

み
ら
れ
る
よ
う
に
氏
に
あ
っ
て
は
、
表
ー
は
「
投
下
不
変
資
木
価
値
L

が
計
上
さ
れ
て
い
る
点
て
「
回
転
循
環
論
の
母
斑
」
な
有
し
、
ケ
ネ
ー

の
「
原
表
し
に
な
ぞ
ら
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
表
E
の
方
は
ま
た
、
「
充
用
資
本
」
の
み
の
運
動
総
体
を
描
い
た
も
の
で
ケ
ネ
i
の
「
範
式
」
に

な
ぞ
ら
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
(
「
原
表
」
と
「
範
式
」
に
つ
い
て
は
、
前
章
第
三
節
の
注
二
二
〈
前
号
二
四
ペ
ー
ジ
V
を
参
照
さ
れ
た
い
)
。
だ

か
ら
両
表
に
は
「
重
要
な
相
違
」
つ
ま
り
理
論
的
発
展
関
係
が
伏
在
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
こ
の
点
に
か
ん
す
る
相
違
と
い
う
の
は
、
つ
ぎ

の
点
、
つ
ま
り
表
ー
が
「
投
下
不
変
資
本
」
(
当
年
の
再
生
産
に
入
ら
な
い
固
定
資
木
に
当
る
部
分
)
の
一
大
部
分
を
「
充
用
資
本
」
四

O
O
C
と

区
別
し
当
年
の
再
生
産
過
程
か
ら
除
去
す
る
こ
と
を
図
示
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
表
E
は
こ
の
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
前
提
し
最
初
か
ら
「
充
用
資

本
」
四

0
0
Cだ
け
を
図
示
し
て
い
る
と
い
う
点
、
に
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
だ
か
ら
こ
の
点
に
か
ん
し
て
は
、
理
論
上
で
は
な
ん
の
発
展
開
係
も
あ

、、

り
え
ぬ
の
で
あ
る
。
氏
は
単
に
「
投
下
不
変
資
本
」
の
一
大
部
分
が
計
上
リ
凶
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
し
て
、
「
つ
空
り
:
回
転
循
環
論
の
母
斑
-

だ
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
「
回
転
循
環
論
の
母
斑
」
の
内
実
そ
理
論
的
に
厳
密
に
規
定
し
た
う
え
で
、
な
ぜ
そ
う
い
い
う
る
の
か
を
示
し
て
い
た
だ

き
た
い
も
の
で
あ
る
。

マ
ル
ク
ス
は
、

ケ
ネ

i
の
『
経
済
表
』
を
「
天
才
的
な
試
み
」
と
し
て
高
く
評
価
し
、
伎
の
吋
経
済
表
』
を
ケ
ネ

l
の
そ
れ
に
代
る

も
の
と
し
て
描
い
た
が

こ
の
マ
ル
グ
ス
の
「
経
一
昨
表
』
の
成
立
に
よ
っ
て
、
始
め
て
ケ
ネ

1

『
表
』
の
天
才
的
な
着
想
と
試
み
が
科
学

的
な
内
実
を
与
え
ら
れ
、

正
し
く
実
現
さ
れ
た
と
い
え
よ
う
。

い
ま
こ
の
点
を
、
主
と
し
て
マ
ル
グ
ス
の
ケ
ネ

1
把
握
を
通
じ
つ
つ
マ
ル

グ
ス
と
ケ
ネ

I
の
『
経
済
表
』
(
ケ
ネ

I
の
場
合
に
は
主
と
し
て
「
範
式
」
)
を
大
づ
か
み
に
対
比
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
み
て
お
く
こ
と
に

し
よ
う
。
こ
の
こ
と
は
、

マ
ル
グ
ス
『
経
済
表
』
の
す
ぐ
れ
た
諸
特
質
を
浮
彫
的
に
示
す
の
に
も
多
少
役
立
つ
と
思
わ
れ
る
。

二
つ
の
『
表
』
を
み
て
さ
し
当
り
明
ら
か
な
こ
と
は
、
両
表
が
と
も
に
貨
幣
流
通
を
資
本
流
通
の
契
機
と
し
て
と
ら
え
、

ま
た
流
通
を

資
本
の
再
生
産
過
程
の
形
態
と
し
て
と
ら
え
つ
つ
、
資
本
家
附
総
再
生
産
過
程
の
全
休
を
直
線
で
結
ぼ
れ
た
一
個
の
図
去
で
あ
ら
わ
し
て

再
生
産
論
(
資
本
論
「
二
巻
三
篇
」
)
の
成
立
に
つ
い
て

，..、、

一一、_，

7L 



再
生
産
論
(
資
本
論
「
二
巻
三
篇
」
)
の
成
立
に
つ
い
て

(7V 

い
る
と
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
両
表
と
も
に
単
純
再
生
産
を
表
示
し
、
循
環

W
:
・W
を
そ
の
基
礎
に
す
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る

r、、
一一、_，

一四
O

(
前
章
注

日
八
前
…
口
一
勺
二
二
、
コ
一
二
ペ
ー
ジ
V
A官官昭…)。

(
7
)

一
ケ
ネ
ー
の
経
済
表
が
大
づ
か
み
に
示
し
て
い
る
の
は
、
価
値
か
ら
み
て
一
定
し
た
国
民
的
生
産
の
年
産
物
は
い
か
に
し
て
、
他
の
事
情
が
同

等
不
変
な
場
合
、
そ
の
単
純
再
生
産
す
な
わ
ち
同
じ
規
模
で
の
再
生
産
が
お
こ
な
わ
れ
う
る
よ
う
に
流
通
を
と
お
し
て
分
配
さ
れ
る
か
、
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
生
産
期
間
の
出
発
点
を
な
す
の
は
、
適
当
日
札
も
前
年
度
の
収
獲
で
あ
る
。
無
数
の
個
別
的
流
通
行
為
が
た
だ
ち
に
そ
の
特
徴
的
・
社
会

的
な
大
量
運
動
1
l機
能
的
に
規
定
さ
れ
た
大
き
な
経
済
的
社
会
諸
階
級
聞
の
流
通

l
lに
お
い
て
総
括
さ
れ
て
い
る
l

(

た
関
与
片
山
門
祖
国
・

ω・

8
3
0
な
お
、
そ
の
内
容
に
関
説
す
る
ス
ペ
ー
ス
は
な
い
が
、
ケ
ネ
1
『
表
』
と
マ
ル
グ
ス
と
の
関
連
に
つ
い
て
の
最
初
の
研
究
と
し
て
、
揃
国
民

蔵
氏
の
「
ケ
ネ
1
の
経
済
表
と
唯
物
又
観
と
の
交
渉
」
(
『
大
原
社
会
問
題
研
究
所
雑
誌
」
第
二
巻
第
一
号
八
大
正
十
二
一
年
四
月
〉
一
州
紋
)
が
あ
る
。

し
か
し
、

こ
う
し
た
共
通
点
は
そ
の
背
後
に
つ
ぎ
の
よ
う
な
重
大
な
相
速
な
い
し
発
展
関
係
を
秘
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

f、、

'-../ 、

ケ
ネ
l
の
場
合
、
生
産
過
程
は
農
業
部
門
の
み
に
限
定
さ
れ
て
い
て
農
業
だ
け
が
生
産
的
労
働
と
み
な
さ
れ
て
い
ら
か
ら
、
地

代
は
唯
一
の
「
純
生
産
物
」
(
剰
余
価
値
)
と
な
り
、
そ
っ
く
り
地
主
階
級
へ
支
払
わ
れ
る
べ
き
も
の
と
な
っ
て
い
る
け
従
っ
て
、
こ
こ
で

(
8〉

は
利
調
な
る
概
念
が
消
失
し
、
さ
ら
に
地
主
が
全
流
通
の
中
心
点
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
他
方
、
製
造
業
者
は
事
実

上
で
作
貝
労
働
者
と
み
な
さ
れ
、
本
来
的
利
潤
は
「
労
賃
」
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
下
に
埋
没
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
マ

ル
グ
ス
の
『
表
』
で
は
、

ケ
ネ
ー
に
み
ら
れ
る
生
辰
的
労
働
の
限
定
が
排
除
さ
れ
た
う
え
で
全
生
産
過
程
、
全
生
産
部
門
が
と
り
あ
げ
ら

れ
、
全
産
業
部
門
に
お
け
る
不
払
労
働
部
分
が
剰
余
価
値
一
般
と
し
て
把
握
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
れ
が
利
問
、
利
子
、
地
代
と
い
う

収
入
形
態
と
し
て
分
肢
し
て
ゆ
く
過
程
が
資
木

(
W
)
そ
の
も
の
の
填
補
過
程
と
の
絡
み
あ
い
に
お
い
て
明
示
さ
れ
て
い
る
。
従
っ

τと
こ

で
は
、

資
本
関
係
、
が
全
体
の
基
軸
を
な
し
、
地
主
で
は
な
く
資
本
家
階
級
が
最
初
に
流
通
へ
貨
幣
左
投
ず
る
も
の
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
。

(
8
)

ケ
ネ
!
の
由
一
経
済
表
』
で
利
潤
が
消
滅
し
て
い
る
こ
と
は
、
彼
の
初
期
の
著
述
に
は
必
ず
し
も
妥
当
し
な
い
の
で
あ
っ
て
、

地
代
と
と
も
に
純
生
産
物
の
一
部
と
し
て
把
握
さ
れ
て
い
る
場
合
が
み
ら
れ
る

(
ζ

の
点
宏
明
ら
か
に
し
て
い
る
も
の
と
し
て
、

そ
こ
で
は
利
潤
が

さ
し
当
り
横
山
正



彦
氏
の
『
重
農
主
義
分
析
』
八
回
以
・
H
S
l
p
H
N
E
V
を
参
照
さ
れ
た
い
)
。
そ
う
す
る
と
ま
ず
、
『
表
』
の
「
体
系
」
で
は
利
潤
が
ど
の
よ
う
に
考
え

ら
れ
て
い
る
の
か
、
さ
ら
に
、
な
ぜ
初
期
の
著
述
で
は
利
潤
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
み
ら
れ
る
の
に
『
表
』
「
体
系
」
で
は
消
滅
し
て
い
る
の
か
、
と
い
う

問
題
が
生
じ
て
く
る
。
第
一
の
問
題
に
か
ん
し
て
は
、

L
・ミ
l
グ
の
考
察
1

i
「
重
農
主
義
の
利
潤
概
念
」
勺

4
Z
E
H
3
u
n
E片
付
。
。
ロ
8
宮

。片岡

v
g
p
J

が
注
目
す
べ
き
も
の
と
思
わ
れ
る
(
右
の
論
文
は
、
伎
の
『
古
典
政
治
経
済
学
と
資
本
主
義
』
水
田
・
永
井
訳
に
付
論
と
し
て

訳
出
さ
れ
て
い
る
)
。
こ
こ
で
彼
は
、
ケ
ネ
ー
が
借
地
農
業
者
の
利
潤
を
考
え
る
の
は
特
殊
的
で
一
時
的
に
獲
得
さ
れ
る
利
潤
の
場
合
(
例
え
ば
競

争
者
を
だ
し
ぬ
い
て
え
ら
れ
る
超
過
利
潤
の
場
合
)
で
、
か
か
る
利
潤
は
長
期
的
に
は
消
失
す
る
か
地
代
に
な
る
か
ら
、
長
期
的
観
点
に
た
つ
『
経

済
表
』
で
は
「
純
生
産
物
」
と
し
て
の
利
潤
概
念
が
な
く
な
り
、
地
代
だ
け
が
「
純
生
産
物
」
と
さ
れ
る
の
だ
と
説
い
て
い
る
。
第
二
の
問
題
に
か

ん
し
て
は
、
渡
辺
輝
雄
氏
の
見
解
l
l
l
『
ケ
ネ
ー
に
お
け
る
「
利
潤
」
範
鴎
の
解
消
と
「
原
前
払
の
利
子
」
範
鴎
の
成
立
に
つ
い
て
』
(
東
経
大
六

五
周
年
記
年
論
文
集
所
載
)
ー
ー
が
妥
当
と
考
え
ら
れ
る
。
だ
が
、
こ
れ
ら
の
問
題
は
当
面
の
問
題
に
と
っ
て
副
次
的
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
以
上
た

ち
入
ら
ぬ
こ
と
に
す
る
。

r-、
、』〆ノ、

ケ
ネ
l
の
『
経
済
表
』
で
は
、
総
生
産
物
の
固
定
資
本
と
流
動
資
本
と
い
う
区
別
が
「
原
前
払
い
」

(
K
F
4
B
B印
可
片
山

B
E〈
何
回
)

と
「
年
前
払
い
」

(KF4M500印
〉
ロ
ロ
ロ
己
目
。
印
)
と
い
う
概
念
で
把
え
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
さ
い
、

こ
の
区
別
は
生
産
資
本
内
部
に
お
け
る

区
別
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
、
さ
ら
に
そ
の
生
産
資
本
の
諸
要
素
が
既
成
生
産
物
の
価
値
に
入
り
こ
む
様
式
の
差
異
に
、
従
っ
て
そ
れ
ら
の

価
値
が
生
産
物
価
値
と
と
も
に
流
通
す
る
様
式
の
差
異
に
、
従
っ
て
ま
た
そ
れ
ら
の
填
補
の
仕
方
様
式
の
差
異
に
還
元
さ
れ
て
い
る
。

そ

し
て
こ
の
区
別
の
下
で
、
労
賃
に
投
下
さ
れ
た
資
本
部
分
は
正
当
に
も
「
年
前
払
い
」
の
な
か
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
ば
か
り
か
、
総
生
産

物
中
の
一
部
分
が
同
じ
現
物
形
態
で
再
現
す
る
旧
資
本
価
値
の
担
い
手
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
彼
の
場
合
、
労
働
が
生
産
物
に

付
加
す
る
価
値
部
分
は
労
働
者
に
支
払
わ
れ
た
生
活
手
段
の
価
値
に
等
し
い
も
の
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
労
賃
に
投
下
さ
れ
た
資
本
部
分

は
労
賃
日
価
値
増
殖
過
程
に
か
ん
し
て
で
は
な
く
、
質
料
的
に
の
み
生
産
資
本
の
他
の
質
料
的
諸
要
素
か
ら
区
別
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な

い
。
ま
た
、
事
実
上
で
不
変
資
本
価
値
の
再
現
を
つ
か
ん
で
い
る
点
も
、
価
値
と
使
用
価
値
と
を
混
同
し
て
農
業
を
唯
一
の
生
産
過
程
と

再
生
産
論
(
資
本
論
「
二
巻
三
篇
」
)
の
成
立
に
つ
い
て

(

一

一

)

四



再
生
産
論
(
資
本
論
「
二
巻
コ
否
相
」
)
の
成
立
に
つ
い
て

( 

¥、ノ

四

み
な
す
伎
の
視
野
の
狭
さ
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
右
の
ケ
ネ
ー
に
お
け
る
投
資
の
区
別
は
、
投
資
さ
れ
た
貨
幣
が
生
産
資
本
の
諸

要
素
に
転
化
さ
れ
た
の
ち
に
始
め
て
生
ず
る
の
で
あ
る
か
ら
、
貨
幣
を
「
原
前
払
い
」
な
り
「
年
前
払
い
」
な
り
に
計
算
す
る
こ
と
は
彼

の
思
い
に
も
つ
か
ぬ
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
総
じ
て
ケ
ネ
ー
に
あ
っ
て
は
、

(
9
)
 

説
に
よ
っ
て
拒
否
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る

ο

木
変
資
木
と
可
変
資
本
の
区
別
の
認
識
は
彼
の
学

(
9
)
n
d向
島
コ
司
目
立
之
、
同
色
・
同
・

ω・
記
者

E-3
吋
刊
日

H
F
ω
・
同
窓

1
H∞印
wm-NC吋
I
N
S
-
∞・

8
d
l
u
E・
2
n・

ケ
ネ
ー
は
、
「
農
業
を
も
っ
て
人
間
労
働
の
唯
一
の
剰
余
価
値
生
産
的
な
投
下
部
出
1
1
1
従
っ
て
資
本
家
的
立
場
か
ら
は
ひ
と
り
現
実
的
に
生
産

的
な
投
資
部
面
ー
ー
ー
と
な
す
彼
の
視
野
の
狭
溢
さ
の
お
か
げ
て
か
え
っ
て
要
点
在
つ
い
て
い
る
。
経
済
的
再
生
皮
過
程
は
、
そ
の
独
自
的
・
社
会

的
性
格
の
い
か
ん
を
と
わ
ず
、
と
の
領
域
(
農
業
)
で
は
つ
ね
に
門
然
的
再
生
産
過
程
と
絡
み
あ
う
。
自
然
的
再
生
産
過
程
の
手
に
と
る
よ
う
に
明

白
な
諸
条
件
は
経
済
的
再
生
産
過
程
の
諸
条
件
を
明
瞭
に
し
、
流
通
の
妖
術
の
た
め
に
の
み
生
ず
る
思
想
的
混
乱
を
取
り
払
う
」

(HEa・
ω・8
c
o

な
お
マ
ル
グ
ス
は
、
ケ
ネ
ー
が
「
不
変
資
本
部
分
に
場
所
遠
い
の
要
素
を
も
ふ
く
め
て
い
る
い

(HEι
・
ω・
8
H
)
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
こ

れ
は
「
年
前
払
い
L

と
は
別
に
「
原
前
払
い
」
の
う
ち
に
も
、
「
食
料
、
賃
銀
」
等
の
項
目
が
ふ
く
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
さ
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う

(
「
ケ
ネ
l
経
済
表
(
第
二
版
)
の
説
明
し
|
春
秋
社
版
坂
田
訳
『
ケ
ネ
1
経
済
表
』
り
包
参
照
)
。

ケ
ネ

1
の
『
表
』
で
は
、
産
業
が
農
業
と
工
業
と
に
分
割
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
う
し
た
区
分
は
、
内
容
的
に
み
る
な
ら

(一一一)、

は
、
生
産
資
本
の
諸
要
宗
の
区
分
と
も
、

生
産
物
の
価
値
部
分
の
灰
分
と
も
関
係
が
な
い
。

か
か
る
区
分
を
も
っ
て
し
て
は
、
総
生
産
物

の
填
補
の
態
容
を
正
し
く
把
握
し
え
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
。

マ
ル
ク
ス
の
『
表
』
に
あ
っ
て
は
、

不
変
資
本
が
形
成
す
る
生
産
手

段
需
要
と
可
変
資
本
が
形
成
す
る
生
活
手
段
需
要
と
い
う
こ
大
区
分
に
照
応
し
て
、
全
生
産
諾
部
門
が
生
産
手
段
部
門
と
生
活
手
段
部
門

と
に
分
割
さ
れ
て
い
る
。

(
四
)

ケ
ネ
l
の
『
表
』
で
は
、
す
で
に
(
一
)

で
示
し
た
「
地
点
」
か
ら
一
、
蓄
積
・
拡
大
再
生
産
の
問
題
は
本
来
的
な
か
た
ち
で
は

提
示
し
え
ぬ
も
の
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
マ
ル
グ
ス
の
『
表
』
で
は
、
単
純
再
生
産
と
肱
大
再
生
定
(
剰
余
価
値
の
資



本
へ
の
再
転
化
)
が
区
別
さ
れ
た
う
え
で
、
事
態
を
単
純
な
基
本
機
構
に
お
い
て
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
単
純
再
生
産
が
拡
大

再
生
産
の
一
契
機
と
し
て
表
示
さ
れ
て
い
る
。

五

ケ
ネ
l
の
「
表
』
は
彼
自
身
の
立
場
か
ら
み
て
も
麗
々
の
混
乱
を
内
包
し
て
い
る
。
第
一
に
、
生
産
的
階
級
に
お
け
る
「
原
前

払
い
」
は
「
年
前
払
い
」
の
五
倍
と
い
う
前
提
が
あ
る
の
に
、

不
生
産
的
階
級
に
は
こ
の
項
目
が
な
い
。
第
二
に
、
再
生
産
分
を
五
十
億

と
説
い
て
い
る
が
、
『
表
』
で
は
七
十
億
(
生
産
階
級
の
耳
十
億
プ
ラ
ス
不
生
産
的
階
級
の
二
十
億
)
と
な
円
一
て
い
る
。
第
三
に
、

不

生

産
的
階
級
の
生
産
物
は
二
十
億
で
、
価
匝
か
ら
み
て
十
億
の
原
料
と
十
億
の
賃
銀
分
(
原
料
加
工
中
に
消
費
さ
れ
た
も
の
)

か
ら
な
っ
て

ら
自
身
の
消
費
の
た
め
に
は
、

い
る
。
こ
の
全
生
産
物
は
原
料
へ
の
『
投
資
』
を
填
補
す
る
た
め
と
農
業
的
生
活
手
段
を
入
手
す
る
た
め
に
全
部
売
ら
れ
る
。

(m) 

い
わ
ん
や
一
文
の
利
潤
も
践
ら
な
い
。

だ
か
ら
彼

一
文
の
加
工
生
産
物
も
残
ら
ず
、

日召 lp 
.，.. 
、-
:tし
ら
o 
誤
り
は

マ
ル
ク
ス
が
ノ
ー
ト
第
十
刑
や
第
二
十
三
舟
で
指
摘
し
た
も
の
で
あ
る
。
『
学
説
史
』
第
一
巻
第
六
章
、
お
よ
ひ
補
選
参

以
上
の
対
比
に
お
い
て
は
、
白
ら
ケ
ネ
i

『
表
」
の
諸
欠
陥
が
浮
彫
り
さ
れ
る
結
果
を
ま
ね
い
て
い
る
が
、

ぞ
れ
は
前
述
し
た
意
味
で

そ
う
な
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
学
説
史
上
に
お
け
る
『
経
済
表
」
の
絶
大
な
意
義
を
過
少
評
価
す
る
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
彼
の
諸
欠

陥
は
、
主
と
し
て
彼
の
学
説
に
由
来
し
て
お
り
、

I
1
時
の
フ
ラ
ン
ス
絶
対
主
義
時
代
の
経
済
構
造
と
彼
自
身
の
社
会
経
済
的
諸
条
件
に
規

定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

第
二
節

『
経
済
表
』

の
特
徴
に
つ
い
て

(
一
一
〉

前
節
後
半
で
は

マ
ル
グ
ス
『
経
済
表
』
の
い
く
つ
か
の
特
徴
を
、

ケ
ネ
I
の
『
経
済
表
」
と
対
比
し
た
限
り
で
浮
彫
り
に
さ
せ
る
べ

再
生
産
論
(
資
本
論
「
二
巻
ゴ
石
田
胴
」
)
の
成
立
に
つ
い
て

f、、
一、、J

四



再
生
産
論
(
資
本
論
「
二
巻
一
二
総
」
)
の
成
立
に
つ
い
て

( 

ー目、

一) 

四
四

く
試
み
た
の
で
、
今
度
は
そ
の
特
徴
を
、
「
二
巻
三
篇
」
の
説
明
や
一
八
六
コ
一
年
一
月
に
お
け
る
『
資
本
論
』
の
叙
述
草
案
と
の
関
連
で

考
察
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

周
知
の
よ
う
に
「
二
巻
一
二
篇
」
で
は
、

主
ず
、
研
究
の
対
象
が
「
社
会
的
総
資
本
の
再
生
産
と
流
通
」
と
規
定
さ
れ
、
こ
の
対
象
の
研

究
の
全
叙
述
で
占
め
る
位
置
づ
け
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

が
示
さ
れ
、
改
め
て
対
象
の
内
容
が
流
通
の
型

W
1
i
wと
し
て
規
定
さ
れ
る
。

つ
い
で
、
こ
の
よ
う
に
対
象
を
明
確
に
と
り
あ
げ
る
こ
と
白
体
の
困
難
き

そ
の
う
え
で
、
「
直
接
に
当
面
す
る
課
題
」
が
、
「
生
産

に
お
い
て
消
費
さ
れ
る
資
本
は
価
値
か
ら
み
て
い
か
に
し
て
年
々
の
生
産
物
か
ら
填
補
さ
れ
る
か
、
こ
の
填
捕
の
運
動
は
資
本
家
に
よ
る

剰
余
価
値
の
消
費
お
よ
び
労
働
者
に
よ
る
労
貨
の
消
費
と
い
か
に
筒
み
あ
う
か
?
」
(
∞

-
B
S
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
右
の
課
題
の
究
明

1

1

換
言
す
れ
ば
、
年
々
の
社
会
的
総
生
産
物

(
W
)
の
各
成
分
が
価
値
と
素
材
の
面
で
境
補
さ
れ
る
基
本
的
諸
条
件
(
法
則
)
の
研
宵

さ
し
当
り
、
貨
幣
の
操
介
や
収
入
諸
形
態
を
除
外
し
て
純
粋
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
そ
の
説
明
の
た
め
に
は
、
全
生
産

諸
部
面
が
前
述
し
た
「
二
大
部
門
」
に
分
割
さ
れ
、
両
部
門
に
お
け
る
生
産
物

(
W
)
の
各
価
値
成
分
C

・
v
・
M
を
右
の
説
明
に
過
す

る
一
定
比
率
で
数
式
的
に
表
示
し
た
「
去
式
」
が
利
用
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
念
の
た
め
に
、
単
純
再
生
産
表
式

(
A
)
と
拡
大
再
生

売
の
山
山
発
表
式

(
B
)
を
示
す
と
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

ド司

き
き
の
十
呂
き
く
十

E
g冨
H
2
2

芭

同

5
0
0
の
十
8
0
〈
十
印
。
。
足
uuω

。。。

トー・4

ち
き
の
+
5
0
0
〈
十
5
0
0
民
H
8
0
0

s 
同

ECCの
+
説
。
〈
十
目
。
冨
H
8
2

こ
れ
に
対
し
て
『
経
済
表
』
と
そ
の
説
明
で
は
、
事
実
上
で
、
社
会
的
総
資
本
の
再
生
産
と
流
通
が
と
り
あ
げ
ら
れ
て
そ
の
基
本
的
態



容
が
図
表
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
が
、

し
か
し
、
そ
の
対
象
に
つ
い
て
も
、

当
面
す
る
課
題
に
つ
い
て
も

「
二
巻
一
二
篇
」
の
よ
う
な

か
た
ち
で
明
示
さ
れ
て
は
い
な
い
し
、
「
過
程
」
の
説
明
も
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
「
二
巻
一
ニ
篇
」
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
詳
し
い
も
の
で

は
な
い
。
例
え
ば
、

「
第
二
部
門
内
部
で
の
填
補
、
必
需
品
と
者
修
日
間
」
、

「
品
目
前
川
市
に
よ
る
転
設
の
媒
介
」
、

「
固
定
資
本
の
填
補
」
、
「
貨

幣
材
料
の
再
生
産
」
、
「
蓄
積
と
拡
大
再
生
産
」
、
等
々
は
ほ
と
ん
ど
説
か
れ
て
い
な
い
。

第
二
に
、
『
経
済
表
』
の
場
合
に
は
、
二
大
部
門
聞
と
各
部
門
内
部
で
の

W
の
各
成
分
の
運
動
と
同
時
に
、
成
分
V
が
労
賃
形
態
を

と
る
こ
と
、
成
分
M
が
産
業
利
刊
、
利
子
、
地
代
と
い
う
収
入
諸
形
態
を
と
っ
て
そ
れ
ら
へ
分
裂
し
て
い
く
こ
と
が
表
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
、

wmw各
成
分
の
填
補
・
再
生
産
の
運
動
が
、
同
時
に
貨
幣
形
態
に
よ
る
諸
階
級
め
収
入
の
填
補
と
レ
か
に
絡
み
あ
っ
て
い
る
か

を
明
ら
か
に
す
る
た
め
で
あ
る
。
「
第
一
部
類
の
総
生
産
物
は
、
可
変
資
本
(
労
賃
源
)
と
互
に
剰
余
価
値
を
わ
け
あ
う
諸
階
級
の
収
入

と
そ
填
補
す
る
。

-」

(
g
H
P
R
4〈
四
件
巾

3
8・
ω・8
6
0

第
二
一
に
、
「
二
巻
一
一
一
篇
」
で
は
、

W
の
各
成
分
の
再
生
産
過
程
が
、
さ
し
当
り
貨
幣
の
望
動
か
ら
切
り
離
し
て
説
明
さ
れ
て
い
る
の
に

く
ら
べ
て
、
『
経
済
表
』
の
場
合
に
は
、
同
じ
過
程
が
同
時
に
貨
幣
の
還
流
運
動
と
し
て
最
初
か
ら
一
諸
に
説
か
れ
て
い
る
り
こ
れ
も
、
後

者
の
説
明
様
式
の
一
つ
の
特
徴
で
あ
る
。

第
四
に
、
「
表
式
」
と
『
表
」
を
く
ら
べ
る
と
、
『
表
』
の
場
合
に
は
、
各
部
門
の
価
値
成
分
の
合
計
を
「
第
一
二
部
類
し
(
「
総
再
生
産

過
程
」
)
と
し
て
あ
ら
わ
し
、
部
類
1
、
2
、
3
を
太
い
直
線
で
結
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
全
体
の
総
括
を
表
示
し
て
い
る
点
が
目
に
つ
く
。

こ
れ
は
、
第
二
部
類
の
総
生
産
物
は
こ
こ
で
は
全
社
会
の
不
変
資
本
と
し
て
現
わ
れ
、
第
一
部
類
の
総
生
産
物
が
全
社
会
の

V
-
M
部
分

と
し
て
諸
階
級
の
収
入
を
填
補
す
る
こ
と
、
従
っ
て
、

有
効
で
あ
ろ
う
。

A
・
ス
ミ
ス
の
「
V
プ
ラ
ス

M
の
ド
グ
マ
」
が
誤
っ
て
い
る
こ
と
、

を
一
不
す
の
に

そ
の
他
、
『
表
』
で
は
V
と
M
と
が

C
に
対
し
て
収
入
を
示
す
ベ
く
線
|
)
|
で
結
合
さ
れ
て
い
る
点
、
生
活
資
料
部

再
生
産
論
(
資
本
論
一
ー
二
巻
三
篇
」
)
の
成
立
に
つ
い
て

〆-、
一一」ノ

一
四
五



再
生
産
論
(
資
本
論
「
二
巻
三
篇
」
)
の
成
立
に
つ
い
て

〆a町、

一
) 

一
四
六

(江〉

門
と
生
産
子
政
部
門
と
が
、
「
表
式
」
の
場
合
と
は
逆
に
な
っ
て
い
る
点
等
も
指
摘
し
う
る

c

(
日
)
第
一
部
門
と
第
二
部
門
と
を
逆
に
す
る
点
は
、
白
子
説
史
」
の
不
変
資
本
の
再
生
産
に
か
ん
す
る
研
究
以
来
つ
ね
に
み
ら
れ
る
と
と
ろ
で
あ
っ

た
(
前
章
第
二
節
お
よ
び
第
四
節
参
照
)
。
こ
う
し
た
表
示
の
仕
方
は
、
「
学
説
史
』
に
お
け
る
社
会
的
生
産
物
の
填
補
に
か
ん
す
る
研
究
の
『
発
端
』

が、

A
-
ス
ミ
ス
の
「
V
。フ一プス

M
の
ド
グ
マ
」
を
批
判
す
る
た
め
に
あ
っ
た
こ
と
、
従
っ
て
、
当
面
、
収
入
が
支
出
さ
れ
る
全
生
活
資
料
の
価
値

填
補
(
「
分
解
し
)
を
明
ら
日
に
す
る
こ
と
が
第
一
義
的
に
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
た
点
に
一
つ
の
理
由
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
な
お
ま
た
、
『
表
』

で
V
と
M
と
が
一
括
し
て
収
入
と
し
て
線
)
で
結
ば
れ
て
い
る
点
も
、
有
の
こ
と
が
反
映
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
c

と
こ
ろ
で
、
資
本
家
的
再

生
産
の
特
徴
は
、
そ
の
発
展
が
生
産
手
段
の
生
産
か
ら
始
ま
り
、
か
っ
、
そ
れ
は
消
費
資
料
の
生
産
か
ら
相
対
的
に
独
立
し
て
こ
れ
を
追
い
越
し
て

発
展
す
る
と
こ
ろ
に
め
る
か
ら
、
一
主
衣
式
し
の
方
が
事
民
を
正
確
に
あ
ら
わ
し
て
い
る
こ
と
に
怠
る
。

第
五
に
、
『
経
済
表
』
は
「
僕
の
本
(
『
資
本
論
』

l
引
用
者
)
の
最
後
の
諸
章
の
一
つ
に
総
括
と
し
て
お
か
れ
る
」

(仇

4
1
8
5日

自
己
ロ
叩
吋
年
)
白

-
z
g
M
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円
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思
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と
い
う
構
想
の
下
で
描
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
こ
れ
ま
で
に
指
摘
し
た
諸
特
徴
l

lと
く
に
第
一
第
一
一
の
特
徴

1

1

i

と
表
裂
の
関
係
に
あ
り
、
『
表
』
の
主
要
な
特
質
を
あ
ら
わ
す
も
の
で
あ
る
。

ま
だ
そ
れ
の
み
な
ら
ず
、
「
表
』
が
「
二
巻
コ
一
篇
」

構
想
の
下
で
描
か
れ
た
も
の
で
な
い
こ
と
、
換
一
三
一
目
す
れ
ば
、
当
時
は
ま
だ
「
二
巻
三
篇
」
構
想
が
な
か
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
点
で

も
、
総
じ
て
、

「
ニ
孝
三
漏
」
構
想
の
成
立
を
み
る
う
え
で
も
興
味
深
い
。
そ
こ
で
、

つ
ぎ
に
こ
の
点
在
や
や
た
ら
入
っ
て
吟
味
し
て
お

く
こ
と
に
し
よ
う

c

問
題
は
、
『
表
」
に
よ
る
「
総
再
年
産
過
程
」
の
基
本
的
説
明
が
「
最
後
の
諸
挙
の
一
つ
に
総
括
と
し
て
お
か
れ
る
」
と
い
う
こ
と
の

意
味
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
な
に
よ
り
も
ま
ず
、
『
表
』
に
お
け
る
「
総
再
生
産
過
程
」
そ
の
も
の
の

意
叫
叫
が
把
握
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

さ
ら
に
、
当
時
の
『
託
木
論
』
の
叙
述
。
フ
一
フ
ン

l
章
別
構
成
に
つ
い
て
の

0

フ
ラ
ン
ー
と
の
関
連
で
「
最
後



の
諸
章
の
一
つ
」
を
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

お
お
よ
そ
つ
ぎ
の

よ
う
に
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
貨
幣
流
通
に
よ
っ
て
媒
介
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
年
々
の
社
会
的
総
資
本

(
W
)
の
価
値
と
質

最
初
に
「
表
』
に
お
け
る
「
総
再
生
産
過
程
」
の
基
本
的
意
味
で
あ
る
が
、

こ
れ
は
こ
れ
ま
で
の
考
察
か
ら
み
て
、

料
填
補
、
さ
ら
に
、
各
階
級
の
収
入
(
労
賞
、
利
潤
、
利
子
、
地
代
)

の
填
補
(
従
っ
て
ま
た
、
階
級
関
係
の
維
持
、
再
生
産
)

の
諸
過

程
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
右
の
「
総
再
生
産
過
程
」
と
「
三
巻
三
篇
」
の
社
会
的
総
資
本
の
再
生
産
過
程
の
説
明
と
を
対
比
す

る
な
ら
ば
、
後
者
で
は
、
利
潤
、
利
子
、

地
代
等
の
収
入
諸
形
態
は
す
べ
て
剰
余
価
値
一
般
に
還
元
さ
れ
、
剰
余
価
値
の
諸
収
入
へ
の
分

裂
と
そ
の
諸
収
入
の
填
補
(
そ
の
填
補
を
媒
介
す
る
貨
幣
の
運
動
)
の
過
程
は
、
そ
れ
自
体
と
し
て
は
過
程
か
ら
い
わ
ば
「
除
外
」
さ
れ

て
説
明
さ
れ
て
い
る
〈
あ
る
い
は
、
剰
余
価
値
の
運
動
に
還
元
さ
れ
て
そ
れ
自
体
と
し
て
は
表
示
さ
れ
て
い
な
い
)
と
い
え
よ
う
。

つ
ぎ
に
、
『
経
済
表
』
が
書
か
れ
た
時
期
(
一
八
六
三
年
七
月
)
頃
の
『
資
本
論
L

の
叙
述
。
フ
ラ
ン
を
み
よ
う
。
当
時
よ
り
以
前
の
も

の
で
当
時
に
一
番
接
近
し
た
時
点
の
ブ
ラ
シ
に
は
、
例
の
二
十
三
舟
ノ
l
ト
の
第
十
八
冊
中
に
示
さ
れ
て
い
る
「
第
一
篇
」
と
「
第
一
ニ
篇
」

に
か
ん
す
る
一
八
六
三
年
一
月
の
も
の
が
あ
る
。
「
第
三
篇
」
の
そ
れ
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

「
第
一
一
一
篇
(
凶
σ
R
V
E
3
)
「
資
本
と
利
潤
L

は
つ
ぎ
の
よ
う
に
わ
け
る
こ
と
。

(
一
)
、
剰
余
価
値
の
利
潤
へ
の
転
形
。
剰
余
価
値
率
と
区
別
し
て
の
利
潤
率
。

(
二
)
、
利
潤
の
平
均
利
潤
へ
の
転
形

ο

一
般
的
利
潤
卒
の
成
立
。
価
値
の
生
産
価
格
へ
の
転
形
。

(
一
ニ
)
、
利
潤
お
よ
び
生
産
価
格
に
か
ん
す
る

A
・
ス
ミ
ス
お
よ
び
リ
カ
ー
ド
の
理
論
。

(四)、

地
代
(
価
値
と
生
産
価
格
と
の
区
別
の
例
証
)
。

(五)、

い
わ
ゆ
る
リ
カ
ー
ド
的
地
代
法
則
の
歴
史
。

再
生
産
論
(
資
本
論
「
二
巻
三
篇
」
)
の
成
立
に
つ
い
て

fヘ

、ーノ

一
四
七



再
生
産
論
(
資
本
論
「
二
巻
三
篇
」
)
の
成
立
に
つ
い
て

r、、

一一、、ノ

一
四
八

(
六
)
、
利
潤
率
低
落
の
法
則
。

A
・
ス
ミ
ス
、

リ
カ

I
、ト

ケ
ア
リ

l
。

(
七
)
、
利
潤
に
か
ん
す
る
諸
学
説
。

(
シ
ス
モ
シ
デ
ィ
お
よ
び
マ
ル
サ
ス
を
『
剰
余
価
値
に
か
ん
す
る
諸
学
説
』
に
と
り
入
れ
る
べ
き
か
ど
う
か
の
問
題
)

(
八
)
、
産
業
利
潤
と
利
子
と
へ
の
利
潤
の
分
裂
。
商
業
資
本
。
貨
幣
資
本
。

(
九
)
、
収
入
と
そ
の
源
泉
。
生
産
過
程
と
分
配
過
程
と
の
関
係
に
か
ん
す
る
問
題
も
こ
こ
に
と
り
入
れ
る
こ
と
。

(
十
)
、
資
本
家
的
生
産
の
総
過
程
に
お
け
る
貨
幣
の
還
流
運
動
。

(
十
一
)
、
俗
流
経
済
学
。

(
十
二
)
、
結
び
。
資
本
と
賃
労
働
。
」
(
公
室

mFZ-四円円之、吋冊目己・
ω・ω
3
1
2∞)。

さ
て

こ
れ
ら
の
諸
章
の
う
ち
で
第
一
章
か
ら
第
八
章
ま
で
は
、
明
ら
か
に
「
最
後
の
諸
章
の
一
つ
」
と
は
直
接
の
関
係
が
な
い
。
従

っ
て
、
最
後
の
一
章
と
の
関
連
で
と
り
あ
げ
る
べ
き
も
の
は
、
第
九
章
か
ら
第
十
二
章
ま
で
で
あ
る
。
右
の
四
つ
の
章
の
諸
題
目
は
、
第

十
二
章
「
資
本
と
賃
労
働
」
以
外
は
、
二
十
三
舟
ノ
ー
ト
の
う
ち
「
剰
余
価
値
に
か
ん
す
る
諸
学
説
」
を
主
要
な
対
象
と
し
た
ノ

l
ト
第

十
五
舟
か
ら
第
十
八
冊
(
一
八
六
二
年
八
月
|
六
三
年
一
月
)

で
扱
わ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
ま
ず
、
右
の
ノ
l
ト
に
基
づ
い
て
各
章
の
主

要
な
内
容
を
ご
く
簡
単
に
み
て
お
く
。

「
(
九
)
、
収
入
と
そ
の
源
泉
。
生
産
過
程
と
分
配
過
程
と
の
関
係
に
か
ん
す
る
問
題
も
こ
こ
へ
と
り
入
れ
る
こ
と
」
に
つ
い
て
。

こ
の
題
目
は
、
『
学
説
史
』
で
マ
ル
グ
ス
が
示
し
た
「
手
稿
内
容
目
録
」
に
よ
る
と
、

ノ
ー
ト
第
十
四
府
に
属
す
る
は
ず
の
も
の
で
あ

(辺〉

ノ
1
ト
第
十
五
滑
に
お
け
る
「
俗
流
経
済
学
」
と
同
じ
箇
所
で
扱
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
箇
所
を
み
る
と
、
そ
こ
で

っ
た
が
、
実
際
に
は
、

は
、
(
イ
)
利
子
生
み
資
本
に
お
け
る
資
本
家
的
生
産
関
係
の
物
神
化
の
完
成
、

お
よ
び
こ
の
こ
と
と
関
連
し
て
産
業
資
本
に
対
す
る
利



子
生
み
資
本
や
商
業
資
本
と
の
関
連
、
そ
れ
ら
の
前
期
的
諸
形
態
。
(
ロ
)
剰
余
価
値
の
諸
部
分
の
収
入
形
態
へ
の
転
化
と
収
入
諸
形
態

に
お
け
る
資
本
関
係
の
物
神
化
。

(
八
)
収
入
の
物
神
的
形
態
1

i
と
く
に
三
位
一
体
的
範
式
1
1
1
に
お
け
る
不
合
理
性
、
等
々
に
か
ん

す
る
論
及
が
主
要
な
内
容
を
な
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
「
生
産
過
程
と
分
配
過
程
と
の
関
連
」
と
い
う
の
は
、
要
す
る
に
、

労
賃
、
利
潤
、
地
代
と
い
う
三
つ
の
収
入
形
態
は
新
価
値
の
各
部
分
を
各
階
級
に
帰
属
す
る
も
の
と
し
て
表
現
す
る
限
り
で
分
配
形
態
を

な
す
が
、
こ
れ
は
生
産
関
係
を
前
提
し
そ
の
裏
面
に
す
ぎ
ぬ
と
い
う
関
係
を
さ
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
と
の
点
を
こ
こ
で
論
及
す
る
狙

い
は
、
右
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
俄
流
経
済
学
者
が
右
の
関
連
と
区
別
を
理
解
し
え
ず
、
も
つ
ば
ら
こ
の
現
象
形

〈
お
)

態
に
の
み
安
住
し
て
い
る
こ
と
を
批
判
す
る
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
以
上
の
諸
点
の
考
察
は

(
イ
)
の
産
業
資
本
に
対
す
る
利
子
生
み
資
本
や
商
業
資
本
の
関
係
お
よ
び
そ
れ
ら
の
前
期
的

話
形
態
に
か
ん
す
る
論
及
を
除
け
ば
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
は
『
資
本
論
」
第
一
二
巻
第
七
篇
「
収
入
と
そ
の
源
泉
」
と
同
一
の
内
容
を
な
し
て

、

〉

O

、ν
ザ
f
s

そ
れ
ゆ
え
、
「
(
9
)、
収
入
と
そ
の
源
泉
」
の
主
た
る
内
容
も
、

ほ
ぼ
右
に
み
た
諸
点
の
考
察
か
ら
な
る
も
の
と
考
え
る
こ
と
が

で
き
る
。

(
ロ
)
『
学
説
史
』
の
注
記
〔
七
〕
お
よ
び
〔
十
〕
1

「
収
入
と
そ
の
源
泉
そ
マ
ル
ク
ス
は
ノ
l
ト
第
十
五
冊
の
後
半
で
取
り
扱
二
し
い
る
が
、
そ
の
さ

い
彼
は
、
こ
の
関
連
か
ら
俗
流
経
済
学
の
階
級
的
お
よ
び
認
識
論
的
根
源
そ
暴
露
し
て
い
る
」
(
公
認
岳
門
司
自
尽
バ
吋
巾
口

?
ω
・
3
0
「
俗
流
経
済
学

の
分
析
を
マ
ル
ク
ス
が
ノ
1
ト
第
十
五
冊
で
お
こ
な
っ
て
い
る
の
は
、
収
入
と
そ
の
泌
泉
に
か
ん
す
る
問
題
の
仕
上
げ
に
関
連
し
て
で
あ
る
」

パ
イ
ラ

1
ゲ
シ

(同窓
a・
m-m)
。
な
お
、
「
収
入
と
そ
の
源
泉
一
に
か
ん
す
る
こ
の
叙
述
は
、
『
学
説
史
』
で
は
第
三
巻
の
付
録
(
四
五
一
ペ
ー
ジ
か
ら
五
二
二
ペ
ー

ジ
ま
で
〉
に
ふ
く
ま
れ
て
い
る
。

(
日
)
以
上
の
点
は
、
立
千
説
史
』
の
「
収
入
と
そ
の
源
泉
」
に
か
ん
す
る
付
録
の
四
九
六
ペ
ー
ジ
お
よ
び
五
O
四
ペ
ー
ジ
、

さ
ら
に
町
要
綱
』
の
「
序

説
」
や
『
資
本
論
』
第
三
巻
第
五
十
一
章
「
分
配
諸
関
係
と
生
産
諸
関
係
」
等
か
ら
推
論
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

再
生
産
論
(
資
本
論
「
二
巻
三
篇
」
)
篇
の
成
立
に
つ
い
て

" 
一、、J

一
四
九



再
生
産
諭
(
資
本
論
「
二
巻
三
篇
」
)
の
成
立
に
つ
い
て

(

一

一

)

五。

資
本
家
的
生
産
の
総
過
程
に
お
け
る
貨
幣
の
還
流
運
動
」
に
つ
い
て
。
二
十
三
冊
の
ノ

l
ト
の
う
ち
に
は
、
ノ
ー
ト
第
十
七

P

ピ
Y
1
ド

冊
の
後
半
で
、
「
資
太
家
的
生
産
に
お
け
る
貨
幣
の
還
流
運
動
」
に
か
ん
す
る
相
当
量
の
付
論
が
、
商
業
資
本
等
の
考
察
の
あ
い
ま
に
挿

入
さ
れ
て
い
匂
)

「(十)、

(
日
)
こ
の
点
は
、
『
学
説
史
』
第
三
巻
の
末
尾
の
注
解
〔
一
二
九
〕
に
つ
ぎ
の
ご
と
く
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
「
ノ
l
ト
第
十
七
冊
、
手
稿
一

O
二
九
べ

ー
ジ
か
ら
、
マ
ル
グ
ス
は
再
び
商
業
資
本
の
分
析
に
転
じ
、
そ
の
後
に
前
の
十
五
舟
の
本
論
に
た
ち
か
え
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
商
業
資
本

の
研
究
の
あ
い
ま
に
は
、
『
資
本
家
的
生
産
に
お
け
る
貨
幣
の
還
流
運
動
」
に
か
ん
す
る
付
論
が
あ
る
。
こ
の
か
な
り
広
凡
な
『
付
論
』
を
マ
ル
ク

ス
は
ノ
l
ト
第
十
八
舟
(
一
八
六
三
年
一
月
)
に
お
い
て
、
つ
ぎ
の
言
葉
で
結
ん
で
い
る
。
『
こ
の
点
に
か
ん
す
る
こ
れ
以
上
の
考
察
は
の
ち
に
延

期
さ
れ
る
』
。
そ
の
後
マ
ル
ク
ス
は
新
た
に
(
手
稿
一

O
七
五
ペ
ー
ジ
)
で
商
業
資
本
の
研
究
に
た
ち
か
え
っ
て
い
る
し
(
之
宮
各
司
君
R
ぺ
・
↓
&
・

国・

ω・20)。

し
か
し
、
右
の
付
論
は
我
国
で
は
見
知
し
え
ぬ
状
況
に
あ
る
。
従
っ
て
、
「
(
十
)
」
の
内
容
に
つ
い
て
は
、

こ
の
問
題
に
か
ん
す
る
他

の
諸
論
及
か
ら
、
ご
く
お
お
よ
そ
の
と
と
ろ
を
推
論
す
る
ほ
か
は
な
い
。

こ
の
問
題
を
直
接
的
に
考
察
し
て
い
る
他
の
主
た
る
論
及
と
し

て
さ
し
当
り
あ
げ
う
る
も
の
に
は
、

『
要
綱
』
の
若
干
の
箇
所
、

『
学
説
史
』
に
お
け
る
ケ
ネ
l

『
経
済
表
』

に
か
ん
す
る
「
岐
論
」
(
前

章
第
=
一
節
参
照
)
、

マ
ル
ク
ス
可
経
済
表
」
の
説
明
(
一
八
六
三
年
七
月
六
日
付
、

エ
ン
ゲ
ル
ス
へ
の
手
紙

本
章
第
一
節
)
お
よ
び
『
資
本
論
』

等
が
あ
る
。

ま
ず
、
「
資
本
家
的
生
産
の
総
過
程
に
お
け
る
貨
幣
の
還
流
運
動
」
と
い
わ
れ
る
場
合
の
「
総
過
程
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
明
ら
か
に
、

生
産
過
程
と
流
通
過
程
と
の
統
一
と
し
て
の
資
本
の
運
動
過
程
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
「
資
本
の
総
生
産
過
程
は
、
本
来
的
生
産
過
程
と
本

来
的
流
通
過
程
と
を
ふ
く
む
。
・
:
・
・
資
本
の
運
動
は
こ
れ
ら
二
つ
の
過
程
の
総
体
性
と
し
て
現
わ
れ
る
:
:
:
資
本
は
こ
の
よ
う
な
過
程
通

過
的
統
一
と
し
て
現
わ
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
の
統
一
は
、
資
本
の
生
産
過
程
の
全
体
と
も
・
:
み
な
し
う
る
も
の
で
あ
る
」

(
d
E
E安
田
九



ω・
日
H
U
-
-印
H
A
F
)

。
と
こ
ろ
で
、

こ
の
生
産
過
程
と
流
通
過
程
と
の
統
一
と
し
て
の
資
本
の
総
過
程
は
、
同
時
に
資
本
の
再
生
産
過
程
で
あ
る
。

「
全
体
と
し
て
、
流
通
過
程
と
生
産
過
程
と
の
統
一
体
と
し
て
、
現
わ
れ
る
と
こ
ろ
の
、
換
言
す
れ
ば
、
再
生
産
過
程
の
表
現
と
し
て

現
わ
れ
る
と
こ
ろ
の
、
完
成
資
本
」
(
ε

宮市

r
z
-
R同
ョ
吋
色
・
園
・

ω-h申
)
。
「
資
本
の
再
生
産
過
程
は
、
こ
の
直
接
的
生
定
過
程
を
包
括
す

る
の
と
同
様
に
本
来
的
流
通
過
程
の
両
段
階
を
も
包
括
す
る
」
(
記
者
同

E
3
同・

ω・8
N
)
。
「
第
二
巻
で
は
、
殊
ピ
第
三
篇
で
、
:
:
:
資
木
家

的
生
産
過
程
は
全
体
と
し
て
考
察
す
れ
ば
生
産
過
程
と
流
通
過
程
と
の
統
一
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
」
(
思
広
・

ω・む)。

前
述
し
た
ご
と
く
マ
ル
グ
ス
は
、
当
時
(
一
八
六
二
年
か
ら
六
三
年
七
月
頃
に
か
け
て
の
期
間
)
、
資
本
の
再
生
産
過
程
、
あ
る
い
は
、

総
再
生
産
過
程
の
問
題
を
ば
、
年
々
の
社
会
的
資
本

(
W
)
の
各
成
分
の
価
値
お
よ
び
素
材
面
で
の
填
補
、
さ
ら
に
諸
階
級
の
収
入
の
填

補
の
諸
過
程
と
し
て
、
同
時
に
こ
の
諸
過
程
に
規
定
さ
れ
て
現
わ
れ
る
貨
幣
の
種
々
な
る
還
流
運
動
と
し
て
説
明
し
よ
う
と
し
て
い
た

し
、
ま
た
現
に
彼
の
『
経
済
表
』
に
か
ん
し
て
そ
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

ま
た
こ
う
し
た
説
明
様
式
に
お
い
て
、

と
く
に
貨
幣
の
還

流
運
動
に
重
点
、
が
お
か
れ
て
い
る
の
は
注
目
す
べ
き
点
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、

マ
ル
ク
ス
の
ケ
ネ
1

『
友
』
の
検
討
(
前
章
第
三
節
参
照
)

で
は
、
「
さ
し
当
り
こ
の
『
表
」
に
つ
い
て
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
:
:
:
貨
幣
流
通
が
、
商
品
流
通
と
商
品
の
再
生
産
に
よ
っ
て

i
i事

実
上
、
資
本
の
流
通
過
程
に
よ
っ
て
1

ー
の
み
規
定
さ
れ
る
も
の
と
し
て
現
わ
さ
れ
て
い
る
そ
の
仕
方
で
あ
る
」

ケ
ネ
l
の
「
表
」
で
示
さ
れ
て
い
る
社
会
的
生
産
物
(
事
実
上
で
は
W
)
の
代
謝
過
程
と
、

(
a
h

沼品開
M
3
2
3
3
、円巾ロ・

同・
ω
-
N叶
N
)

と
い
う
視
点
か
ら
、

こ
の
坦
程

に
上
っ
て
貨
幣
が
ど
の
よ
う
な
諸
規
定
を
う
け
る
か
、

(
時
)

よ
う
に
表
現
す
る
か
が
究
明
さ
れ
て
い
た
。

ま
た
、
こ
の
過
程
を
貨
幣
の
運
動
(
出
発
点
へ
の
貨
幣
の
投
下
と
還
流
)
が
ど
の

(
日
)
と
く
に
こ
の
究
明
で
注
目
す
べ
き
点
と
し
て
、
貨
幣
還
流
の
二
つ
の
区
別
!
|
資
本
の
増
殖
日
再
生
産
を
表
現
十
る
「
還
流
」

(
G
l
w
l
V
)

と
単
な
る
形
式
的
「
還
流
」

(
G
I
W
1
G
)
の
区
別
1
1
1
に
か
ん
す
る
考
究
が
あ
る
。
こ
の
考
究
は
、
資
本
と
し
て
投
下
さ
れ
た
貨
幣
が
還
流
す

再
生
産
論
(
資
本
論
「
二
巻
三
篇
」
)
の
成
立
に
つ
い
て

f、
一、../

五



再
生
産
論
(
資
本
科
哩
三
巻
三
篇
」
)
の
成
立
に
つ
い
て

/ー、

一一) 

五

る
こ
と
と
、
商
品
の
転
態
を
媒
介
す
る
貨
幣
が
結
局
そ
れ
を
最
初
に
流
通
界
に
投
入
す
る
も
の
の
手
に
還
流
す
る
こ
と
と
の
区
別
と
関
連
を
も
明
ら

か
に
す
る
も
の
で
、
一
方
で
は
、
社
会
的
総
資
本
の
流
通

(
W
l
W
)
と
い
う
「
二
巻
三
篇
」
の
対
象
を
規
定
す
る
う
え
で
き
わ
め
て
重
要
な
意
義

を
も
っ
て
い
る
(
前
章
第
三
節
三

O
、
三
十
一
ペ
ー
ジ
参
照
)
。
他
方
で
は
、
「
三
巻
三
篇
」
で
示
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
貨
幣
流
通
に
か
ん
す
る
諸

法
則
ー
ー
と
く
に
、
転
態
安
一
媒
介
す
る
限
り
で
の
貨
幣
が
一
定
分
量
存
在
す
る
こ
と
は
再
生
産
の
必
然
的
一
条
件
で
あ
る
と
い
う
法
則
ゃ
、
か
か
る

貨
幣
を
最
初
に
流
通
界
に
検
入
す
る
の
は
各
部
門
の
資
本
家
階
級
で
あ
り
、
こ
の
貨
幣
は
、
種
々
の
経
路
を
通
じ
て
彼
ら
の
下
へ
還
流
す
る
と
い
う

法
則
i
ー
ー
を
明
ら
か
に
す
る
う
え
で
も
竜
安
な
意
義
そ
も
つ
。
さ
ら
に
、
か
か
る
考
究
を
通
じ
て
、
右
の
貨
幣
そ
の
も
の
が
い
か
に
し
て
填
補
さ
れ

る
か
、
換
言
す
れ
ば
、
い
か
に
し
て
一
資
山
本
家
は
流
通
に
投
げ
入
れ
た
よ
り
も
多
く
の
貨
幣
を
流
通
か
ら
引
き
出
す
」
か
と
い
う
問
題
が
提
起
さ
れ

う
る
の
マ
あ
る
(
前
章
第
三
節
二
八
九
ペ
ー
ジ
参
照
)
。
右
の
「
他
方
で
は
-
以
下
で
の
べ
た
こ
と
は
、
前
章
第
三
節
に
お
け
る
つ
岐
論
」
の
位
置

づ
け
で
示
唆
さ
れ
た
こ
と
(
と
く
に
そ
の
第
一
点
)
の
内
容
を
あ
る
程
度
具
体
的
に
一
示
す
も
の
で
も
あ
る
。

従
っ
て
、
「
(
十
〉
、
資
本
家
的
生
産
の
総
過
程
に
お
け
る
貨
幣
の
理
流
運
動
」
は
、
主
と
し
て
全
社
会
に
お
け
る
資
本

(
W
)
そ

の

も

の
の
二
部
門
間
お
よ
び
各
部
門
内
で
の
代
謝
過
程
と
こ
れ
に
「
絡
み
あ
う
」
諸
階
級
の
収
入
の
填
補
(
従
っ
て
階
級
関
係
そ
の
も
の
の
再

生
産
)
の
諸
過
程
の
把
握
に
基
づ
い
て

こ
れ
ら
の
全
諸
過
程
が
ど
の
よ
う
に
し
て
種
々
な
る
貨
幣
の
還
流
運
動
と
し
て
現
わ
れ
る
か
と

い
う
総
括
的
考
察
で
あ
る
と
い
う
推
論
を
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
従
っ
て
こ
の
考
察
で
は
、
二
部
門
お
よ
び
部
門
内
部
で
の
資
本
の

各
成
分
の
填
補
に
お
け
る
貨
幣
還
流
の
態
容
・
貨
幣
流
通
に
よ
る
こ
の
転
態
の
媒
介
、
従
っ
て
ま
た
、
諸
収
入
の
貨
幣
形
態
で
の
填
補
に

か
ん
す
る
解
明
が
そ
の
「
根
幹
」
そ
な
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
う
え
に
、
「
還
流
」
に
か
ん
す
る
種
々
の
よ
り
具
体
的
な
諸

点
が
考
究
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
す
で
に
「
岐
論
」
で
も
検
討
さ
れ
始
め
て
い
た
銀
行
に
上
る
「
還
流
」
の
蝶
介
に
か
ん

す
る
問
題
や
、
流
通
手
段
の
支
出
と
資
木
の
前
貸
と
の
区
別
(
こ
の
区
別
に
か
ん
す
る
誤
っ
た
諸
見
解
の
批
判
)
あ
る
い
は
「
資
本
家
は

流
通
に
投
げ
入
れ
た
よ
り
も
多
く
の
貨
幣
を
流
通
か
ら
引
き
出
す
と
い
う
、

占

C
戸り

(
日
山
)

に
は
商
業
資
本
に
よ
る
「
還
流
運
動
」
の
媒
介
の
問
題
、
「
還
流
」
に
か
ん
す
る
種
々
の
誤
っ
た
表
象
や
主
張
の
批
判
、
等
々
で
あ
る
。

ま
だ
未
解
決
の
問
題
」
(
前
号
二
八
|
九
ペ
ー
ジ
参
照
)
、



(
時
)
こ
う
し
た
諸
考
察
が
ふ
く
ま
れ
て
い
る
と
推
論
し
う
る
の
は
、
「
(
十
)
」
章
が
諸
収
入
の
分
析
の
あ
と
の
最
終
的
位
置
で
「
還
流
運
動
」
と
い

う
視
点
か
ら
す
る
一
つ
の
総
括
と
し
て
お
か
れ
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
右
の
諸
点
が
「
岐
論
」
に
お
け
る
「
還
流
」
問
題
の
考
究
に
ふ
く
ま
れ
て
い

た
こ
と
等
か
ら
で
あ
る
。

他
方
、
「
(
十
〉
」
の
。
フ
ラ
ン
が
一
不
さ
れ
た
当
時
に
は
ま
だ

「
一
一
巻
三
篇
」
構
想
が
な
く
、
社
会
的
再
生
産
過
程
の
態
容
お
よ
び
そ
れ

を
媒
介
し
表
現
す
る
貨
幣
の
流
通
運
動
等
に
か
ん
す
る
考
察
を
、
「
一
一
巻
三
篇
」
へ
位
置
づ
け
る
考
え
も
確
立
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
〈
こ
れ
は
、
前
述
し
て
き
た
「
表
』
の
説
明
の
独
自
の
仕
方
や
、
数
ヶ
月
あ
と
で
も
『
総
再
生
産
過
程
の
経
済
表
L

を
「
資
本

論
」
の
最
後
の
章
に
お
く
と
い
う
考
え
か
ら
わ
か
る
)
。
従
っ
て
、
と
の
こ
と
も
右
の
推
定
を
あ
る
程
度
裏
づ
け
て
い
る
と
い
え
る
。

「
(
十
一
)
、
俗
流
経
済
学
」
ピ
つ
い
て
。
こ
の
問
題
は
、
前
述
し
た
ノ
l
ト
第
十
五
冊
の
部
分
で
論
及
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
部
分
の
主
内

容
は
、
古
典
派
経
済
学
の
意
義
と
欠
陥
、
利
子
や
地
代
な
ど
の
不
合
理
な
形
態
を
合
理
化
し
よ
う
と
す
る
俗
流
経
済
学
の
試
み
、
古
典
派

経
済
学
に
対
す
る
俗
流
経
済
学
の
特
徴
、
俗
流
経
済
学
の
発
生
原
因
と
そ
れ
が
三
位
一
体
的
範
式
に
安
住
す
る
理
由
、
価
値
の
分
肝
部
分

そ
そ
の
構
成
部
分
と
混
同
す
る
経
済
学
者
の
誤
り
、
利
子
に
反
対
す
る
俗
流
社
会
主
義
者
(
プ
ル

I
ド
シ
ら
)
、
等
々
に
か
ん
す
る
考
察
か

ら
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
『
学
説
史
L

第
一
巻
の
注
〔
十
〕
で
は
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
一
記
さ
れ
て
い
る
。
「
〈
十
)

俗
流
経
済
学
の
分
析
を
、

マ
ル
ク
ス
が
ノ

l
ト
第
十
五
舟
で
お
こ
な
っ
て
い
る
の
は
、
収
入
と
そ
の
源
泉
に
か
ん
す
る
問
題
の
仕
上
げ
に
関
連
し
て
で
あ
る

ρ

こ
の

第
十
五
舟
の
九
三
五
ペ
ー
ジ
で
は
、

マ
ル
グ
ス
は
、
『
俗
流
経
済
学
者
に
か
ん
す
る
部
分
』
に
言
及
し
て
、
ぞ
れ
が
彼
の
労
作
中
ま
だ
書
い

て
い
な
い
章

|
1そ
こ
で
は
、

つ
い
で
に
言
及
し
た
プ
ル

l
ド
ン
と
パ
ス
テ
ィ
ブ
と
の
論
争
に
円
た
ち
か
え
る
L

つ
も
り
だ
と
い
う
l
l
B

の
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
指
摘
か
ら
、

マ
ル
グ
ス
は
、

ま
だ
書
い
て
は
い
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
俗
流
経
済
学
の
批
判
に
別
の
一

意
を
当
て
る
つ
も
り
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

ホ
ジ
ス
キ
シ
の
見
解
の
分
析
が
終
り
に
な
っ
て
い
る
ノ
l
ト
第
十
八
冊
で
は
、

マ
ル
グ
ス

再
生
産
論
(
資
本
論
「
二
巻
三
篇
」
)
の
成
立
に
つ
い
て

，-、、

一、、J

五



再
生
産
論
(
資
本
論
「
二
巻
=
E
局
」
)
の
成
立
に
つ
い
て

" 一
) 

一
五
四

は
『
節
約
論
』
〔
自
己
ロ
ぬ
ぷ

p
g氏
。
〕
・
に
対
す
る
彼
(
す
な
わ
ち
ホ
ジ
ス
キ
ン
)

の
反
論
は
、
借
流
経
済
学
者
に
か
ん
す
る
章
に
入

れ
る
こ
と
』
と
い
っ
て
い
る
(
手
稿
一

σ八
六
ペ
ー
ジ
)
。
こ
の
言
葉
も
、

マ
ル
グ
ス
が
の
ち
に
俗
流
経
済
学
に
か
ん
す
る
別
箇
の
一
章

を
書
く
つ
も
り
だ
っ
た
証
拠
で
あ
る
」

(

印

日

)

。

以
上
の
点
、

お
よ
び
『
資
本
論
』
第
一
二
巻
第
七
篇
に
お
け
る
当
該
部
分
!
l
l
そ
こ
で

は
、
主
内
容
を
な
す
も
の
よ
し
て
あ
げ
た
諸
点
が
ほ
と
ん
ど
叙
述
さ
れ
て
い
る
ー
ー
か
ら
み
て
、
「
(
十
一
)
」
輩
の
主
内
容
も
ぽ
ぽ
前
述

の
諸
点
の
考
察
か
ら
な
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

「
(
十
一
一
)

資
本
と
賃
労
働
」
に
つ
い
て
。
こ
の
題
目
は
、
『
要
綱
』
に
一
不
さ
れ
て
い
る
「
経
済
学
批
判
」
の
「
第
三
章

資
本
の
生
産
過
町
一
の
結
び
「
め

資
本
」
(
前
号

は
し
が
き
四
ペ
ー
ジ
参
照
)
の
叙
述
草
案
(
一
八
五
九
年
計
画
草
案
」
)
に
お
け
る
「
第
一
部

働
と
資
本
」
と
ほ
ぼ
同
じ
題
目
で
あ
る
(
た
だ
順
序
が
逆
に
な
っ
て
い
る
だ
け
)
。
こ
の
計
両
案
は
、
今
日
『
要
綱
』
と
し
て
出
版
さ
れ
て
い

賃、
jj、

る
「
七
舟
の
ノ

l
ト
」
に
基
づ
い
て
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、

そ
こ
で
は
考
察
対
象
に
か
ん
す
る
か
な
り
詳
細
な
項
目
が
明
ら
か
に
さ

賃
労
働
と
資
本
」
に
つ

れ
た
う
え
、
こ
れ
ら
の
項
目
に
つ
い
て
書
か
れ
た
ノ

1
ト
の
関
連
ベ

i
ジ
も
指
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
「
め

(
路
)

い
て
み
る
と
、
そ
の
主
た
る
内
容
は
お
お
よ
そ
つ
ぎ
の
ご
と
き
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

つ
ま
り
、
労
働
の
生
産
力
、
科
学
、
発
明

な
ど
の
一
切
の
力
は
資
本
の
生
産
力
と
し
て
現
わ
れ
、
資
本
は
空
た
、
こ
れ
ら
の
諸
力
を
発
展
さ
せ
て
い
く
傾
向
を
も
っ
て
い
る
こ
と
、
他

方
で
は
資
本
自
身
は
つ
ね
に
か
か
る
生
産
諾
力
の
発
展
に
と
っ
て
制
限
と
な
り
、

か
く
し
て
資
本
家
的
生
産
様
式
は
、

あ
ら
ゆ
る
面
で
生

産
を
社
会
化
し
つ
つ
そ
の
矛
盾
を
深
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
己
を
止
揚
し
新
社
会
の
た
め
の
条
件
を
創
造
す
る
と
い
う
歴
史
的
傾
向
を

有
し
て
い
る
こ
と
、
も
う
一
つ
は
、
蓄
積
過
程
に
お
い
て
現
わ
れ
て
く
る
「
領
有
法
則
の
回
転
」
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
、

(
口
)
「
一
八
五
九
年
計
画
草
案
」
「
I

資
本
の
生
崖
過
程
」
の
誇
節
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

ω
貨
幣
の
資
本
へ
の
転
化

a
移
行

3
a
資
木
と
労
働
能
力
と
の
交
換

T
労
働
過
程
5
価
値
増
殖
過
程

で
あ
る
。



~ (5) (4) (3) (2) 

絶
対
的
剰
余
価
値

相
対
的
剰
余
価
値

本
源
的
蓄
積

賃
労
働
と
資
本
」
(
な
の
さ
ロ
色
目
的
由
民
wω
・申
S

ミ
ω)

H
V日
仏

.ω-U叶
ω
i
l由
、
吋
串

日
多
数
の
協
業

3
・
分
業

T
機
械
類

右
の
五
九
年
草
案
の
「
日

賃
労
働
と
資
本
」
に
対
し
て
、

一
八
六
三
一
年
一
月
の
「
資
本
の
生
産
過
程
」
の
叙
述
草
案
を
み
る
と
、

「
(
五
)

絶
対
的
お
よ
び
相
対
的
剰
余
価
値
の
結
合
・
」
の
つ
ぎ
に
は
、
「
(
六
)
、
剰
余
価
値
の
資
本
へ
の
再
転
化
。
本
源
的
蓄
積
。

ウ

ェ

1
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
の
植
民
論
。

(
七
)
、
生
産
過
程
の
結
果
。
(
第
六
章
か
、

さ
も
な
け
れ
ば
第
七
章
で
、
取
得
法
則
の
現
象
に
お
け
る

転
変
を
説
明
す
れ
ば
よ
い
)
。

(
八
)
、
剰
余
価
値
に
か
ん
す
る
諸
学
説
。

(
九
〉
、
生
産
的
お
よ
び
不
生
産
的
労
働
に
か
ん
す
る
諸
学
説
」

(
ベ
宮
内

VZ-町
立
て
吋
冊
目
=
・

ω
-
s
d
と
な
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
六
三
年
一
月
の
「
(
十
二
)
、
資
本
と
賃
労
働
」
は
、
五
九
年
心
「
日

賃
労

働
と
資
本
」
と
の
関
連
で
み
る
限
り
、
資
本
家
的
生
産
様
式
の
歴
史
的
傾
向
を
概
括
す
る
こ
と
を
主
眼
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、

そ
の
な

か
か
ら
、
「
領
有
法
則
の
回
転
」
を
始
め
と
す
る
諸
部
分
|
|
「
(
六
)
」
、
(
「
七
)
」
の
関
連
部
分
1
ー
を
除
外
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
る
。
こ
の
「
(
十
二
ど
は
、
「
収
入
と
そ
の
源
泉
」
や
「
総
過
程
」
の
究
明
の
あ
と
を
う
け
る
全
体
の
結
び
と
い
う
位
置
か
ら
み
て
、

お
そ
ら
く
、
収
入
を
め
ぐ
る
階
級
斗
争
の
必
然
性
と
そ
の
現
実
的
発
展
を
示
す
な
か
で
資
本
主
義
の
歴
史
的
傾
向
を
概
括
す
る
こ
と
に
よ

そ
し
て
こ
の
意
図
は
、
あ
る
哩
度
、

巻
第
七
篇
第
五
十
二
章
「
階
級
」
に
お
い
て
も
う
け
つ
が
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

っ
て
八
五
体
の
し
め
く
く
り
を
は
か
る
こ
と
を
主
眼
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

現
行
『
資
本
論
」
第
三

(
印
)
「
最
後
の
章
(
五
二
章
|
引
用
者
)
・
・
。
こ
こ
で
は
、
:
一
二
大
収
入
形
態
に
照
応
す
る
発
展
し
た
資
本
家
社
会
の
三
大
階
級
:
:
と
、
そ
の

実
存
と
と
も
に
必
然
的
に
生
ず
る
階
級
斗
争
と
が
、
資
本
制
時
代
の
事
実
的
に
現
存
す
る
所
産
と
し
て
叙
述
さ
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
」
(
エ
ン
ゲ
ル

再
生
産
論
(
資
本
論
「
二
巻
三
篇
」
)
の
成
立
に
つ
い
て

r-、
一一) 

一
五
五



再
生
産
論
(
資
本
論
「
二
巻
三
篇
」
)
の
成
立
に
つ
い
て

/鋼、

一、ーノ

一
五
六

ス
「
資
本
論
』
第
三
巻
へ
の
序
号
尺

R
関
与
日
常
己
ョ
国
・

ω・3
0

〈
な
お
、
「
(
九
)
、
収
入
と
そ
の
源
泉
」
一
(
十
一
)
、
俗
流
経
済
学
」
が
結
合
さ
れ
、

さ
ら
に
、
こ
の
「
(
十
三
)
、
賃
労
働
と
資
本
」
の
限
巨
が
生
か
さ
れ
た
も
の
が
現
在
の
「
第
七
篇
収
入
と
そ
の
源
泉
」
だ
と
考
え
る
こ
と
が
で
き

る)。

さ
て
、
以
上
で
は
『
経
済
表
』
を
「
僕
の
木
の
最
後
の
諸
章
の
一
つ
に
総
括
と
し
て
お
く
」
と
い
わ
れ
る
点
に
関
連
し
て
、
同
年
一
月

の
『
資
本
論
』
第
一
二
部
の
叙
述

0

フ
ラ
ン
に
お
け
る
最
後
の
諸
章
(
「
九
」
章
l
「
十
二
」
章
)
の
主
要
な
内
容
を
そ
れ
ぞ
れ
検
討
し
て
き

た
。
そ
こ
で
つ
ぎ
に
、
前
者
と
後
者
と
の
悶
連
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
る
。

ま
ず
、
「
(
九
)
、
収
入
と
そ
の
沼
泉
」
、
「
(
十
一
)
、
俗
流
経
済
学
」
の
場
合
。
さ
き
に
み
た
よ
う
に
、

こ
れ
ら
の
題
目
を
扱
っ
た
叙
述

中
に
は
、

「
総
再
生
産
過
程
」
の
態
容
に
か
ん
す
る
論
及
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
現
行
寸
資
本
論
』
コ
一
巻
七
篇
「
収
入
と
そ
の
源

泉
」
に
お
い
て
も
、
右
の
二
章
の
課
題
と
そ
の
考
察
は
ほ
ぼ
変
り
な
く
維
持
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
も
、

ブ
ル
ジ
ョ
ア
経
済
学
の
「
三

位
一
体
的
範
式
」
の
批
判
、
生
産
関
係
と
分
配
関
係
、
競
争
の
仮
象
庁
守
々
の
叙
述
中
に
は
、
「
総
再
生
産
過
程
」
の
態
容
に
か
ん
す
る
言
及

は
み
ら
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
は

マ
ル
グ
ス
が
右
の
二
つ
の
章
の
主
要
な
課
題
を
論
述
す
る
部
分
で
こ
う
し
た
問
題
を
国
有
の
も
の
と
し

て
扱
お
う
と
い
う
考
え
を
も
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

ま
た
理
論
的
に
み
て
、

「
総
再
生
産
過
程
」
の
分
析
は
右
の
二
章

の
展
開
に
と
っ
て
一
応
の
前
提
に
な
る
べ
き
も
の
だ
と
し
て
も
そ
こ
で
こ
の
分
析
を
直
接
に
お
こ
な
わ
ぬ
隈
り
、
叙
述
が
で
き
な
い
と
い

う
も
の
で
は
な
い
。
従
っ
て
、

『
表
』
が
と
り
入
れ
ら
れ
る
べ
き
「
最
後
の
諸
章
の
一
つ
」
は
、
右
の
二
勺
の
章
の
ど
ち
ら
か
を
指
示
し

て
い
わ
れ
た
も
の
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

明

}
J
-

チ''中
J

『
表
』
の
説
明
の
官
頭
に

A
・
ス
ミ
ス
の
「
V
プ
ラ
ス

M
の
、
ド
グ
マ
」
批
判
が
あ
る

こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
の
ド
グ
マ
批
判
は
、
『
表
』
が
成
立
し
て
き
た
重
要
な
契
機
の
一
つ
で
あ
っ
た
の
だ
か
ら
、
『
表
』
の
成
立

等
そ
一
契
機
と
し
て
こ
の
ド
、
グ
マ
批
判
を
「
収
入
と
そ
の
源
泉
」
、
「
俗
流
経
済
学
」
の
う
ち
に
く
み
と
ん
で
論
及
し
よ
う
と
い
う
考
え
が



生
じ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
に
必
要
な
限
り
で
総
再
生
産
過
程
に
か
ん
す
る
論
及
が
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
事
実
、
現
行
「
資
本

論
』
第
三
巻
第
七
篇
第
川
口
十
九
章
「
生
産
過
程
の
分
析
の
た
め
に
」
で
は
、
右
の
批
判
長
重
要
な
内
容
の
一
つ
を
な
し
、
そ
の
た
め
に

「
表
式
」
が
利
用
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
右
の
二
つ
の
章
と
「
最
後
の
諸
章
の
一
つ
」
と
は
こ
う
し
た
意
味
で
は
関
連
性
を
有
し
て
い

る
と
い
え
よ
う
。

つ
ぎ
に
「
(
十
二
)
、
資
本
と
賃
労
働
」
で
あ
る
が
、
こ
の
章
は
こ
れ
ま
で
の
考
察
か
ら
み
れ
ば
、

『
表
』
を
論
ず
る
の
に
適
切
な
章
と

は
考
え
が
た
い
。

そ
こ
で
最
後
に
、
「
(
十
)
、
資
本
家
的
生
産
の
総
過
程
に
お
け
る
貨
幣
の
還
流
運
動
」
が
残
る
。
さ
き
の
考
察
に
よ
れ

ば
、
こ
の
章
は
、
現
実
的
再
生
産
過
程
が
ど
の
よ
う
に
し
て
種
々
な
る
貨
幣
の
還
流
運
動
と
し
て
現
わ
れ
る
か
と
い
う
考
察
を
「
根
幹
」

と
し
て
、
資
本
衆
的
総
再
生
産
過
程
を
賃
幣
の
還
流
運
動
と
い
う
面
か
ら
総
括
す
る
と
い
う
内
容
の
も
の
で
あ
っ
た
(
ま
た
当
時
は
、

「
総
再
生
産
過
程
」
の
説
明
に
さ
い
し
で
も
、
全
生
産
物
の
現
実
酌
填
補
め
態
容
と
同
時
に
最
初
か
ら
貨
幣
流
通
の
説
明
が
そ
れ
と
「
並

行
」
さ
せ
て
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
)
。
そ
れ
ゆ
え
一
月
当
時
、

マ
ル
ク
ス
が
仮
に
「
(
十
)
」
章
を
叙
述
し
た
と
す
る
な
ら
ば
、
彼
は
「
総
再

生
産
過
程
」
の
見
取
図
を
頭
脳
に
お
い
て
描
き
だ
し
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
現
実
に
描
き
だ
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ

え
に
ま
た
、

一
月
当
時
に
マ
ル
グ
ス
は
『
経
済
表
』
を
作
製
し
て
い
な
か
っ
た
と
は
い
え
、
こ
の
つ
(
十
)
」
章
の
。
ブ
ラ
シ
を
た
て
る
さ
い

に
、
す
で
に
こ
れ
に
は
た
表
を
描
こ
う
と
考
え
て
い
た
と
も
い
え
る
。
ち
な
み
に
、

ケ
ネ
1
の
寸
経
済
表
』
に
代
る
べ
き
「
表
」
を
描
こ

う
と
い
う

0

フ
ラ
ン
は
、
す
で
に
そ
の
数
ヶ
月
以
前
の
ケ
ネ
l

「
経
済
表
』
の
検
討
(
「
岐
論
」
)
の
さ
い
に
示
唆
さ
れ
て
い
た
と
推
定
で
き

る
の
で
あ
っ
て
、

こ
の
こ
と
は
前
章
で
指
摘
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る

(
訪
問
号
三
二
、
=
一
ペ
ー
ジ
)
。
こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、

つ
ぎ
の
帰
結

を
ひ
き
だ
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

第
一
に
、
「
最
後
の
諸
章
の
一
つ
」
は
、
「
(
十
)
、
資
本
家
的
生
産
の
総
過
程
に
お
け
る
貨
幣
の
還
流
運
動
」
を
指
示
し
て
い
わ
れ
た
も

再
生
産
論
(
資
本
論
「
二
巻
三
篇
」
)
の
成
立
に
つ
い
て

r-.. 

一一、，ノ

一
五
七



再
生
産
論
(
資
本
論
コ
一
巻
三
篇
」
)
の
成
立
に
つ
い
て

(
却
)

の
だ
と
い
う
推
論
が
最
も
妥
当
性
を
有
し
て
い
る
。
少
く
と
も
、
両
者
が
最
も
密
接
不
可
分
の
関
係
左
も
っ
て
い
る
こ
と
だ
け
は
間
違
い

(ロ〉
な
い
。
な
お
、
「
表
』
を
「
総
括
と
し
て
お
く
」
と
い
う
意
味
は
、
「
資
本
論
』
の
最
終
部
分
で
こ
れ
ま
で
に
明
ら
か
に
し
た
意
味
で
の

f、、
一、、J

一
五
八

「
総
再
生
産
過
程
」
、
従
っ
て
ま
た
、
「
総
過
程
に
お
け
る
貨
幣
の
還
流
運
動
」
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
右
の
観
点
か
ら
全
体
の
し

め
く
く
り
を
計
る
た
め
に
寸
表
』
を
叙
述
す
る
(
「
利
用
す
る
」
)
と
い
う
意
味
だ
と
考
え
う
る
。

第
二
に
、
『
表
』
が
成
立
し
た
当
時
(
六
三
年
六
|
七
月
)
に
は
、
「
二
巻
三
篇
」
と
い
う
場
所
で
社
会
的
総
資
本
の
再
生
産
過
程
を
固

有
の
課
題
と
し
て
分
析
し
よ
う
と
い
う
構
想
は
、

ま
だ
明
確
な
か
た
ち
を
と
っ
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、

『
表
』
は

「
総
再
生
産
過
程
」
を
総
括
的
に
把
握
し
て
こ
れ
を
図
示
し
た
マ
ル
ク
ス
の
最
初
の
試
み
で
あ
っ
て
、

こ
こ
で
は
す
で
に
、
社
会
的
総
資
本

そ
の
も
の
の
填
補
を
他
の
諸
契
機
か
ら
独
立
さ
せ
て
扱
う
た
め
の
前
提
が
十
分
に
成
熟
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
(
こ
の
こ
と
は
例
え
ば
、

『
表
』
の
収
入
諸
形
態
の
図
解
部
分
を
そ
っ
く
り
除
去
す
れ
ば
、

そ
の
ま
ま
「
再
生
産
表
式
」
が
現
わ
れ
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
)
。
そ
れ

ゆ
え
、
『
経
済
表
』
の
成
立
は
、
「
二
巻
三
篇
」
を
成
立
さ
せ
る
た
め
の
決
定
的
契
機
と
し
て
の
意
義
を
も
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
「
二

巻
三
篇
」
構
想
は
一
方
で
「
表
』
の
成
立
を
決
定
的
な
理
論
的
前
提
と
し
、
他
方
で
、

一
八
六
一
年
以
来
の
「
学
説
史
」
を
中
心
と
し
た
諸

研
究
が
ほ
ぼ
終
了
し
た
の
ち
、
改
め
て
『
資
本
論
」
の
清
書
の
過
程
で
そ
の
全
篇
別
。
フ
ラ
ン
が
ね
り
な
お
さ
れ
て
ゆ
く
な
か
で
始
め
て
成

立
す
る
の
で
あ
る
。

(
却
)
佐
藤
金
三
郎
氏
は
、
「
マ
ル
グ
ス
の
経
済
表
は
、
彼
の
『
著
書
の
最
後
の
諸
章
の
一
つ
』
す
な
わ
ち
『
第
三
篇
資
本
と
利
潤
』
の
『
第
十
章

資
木
家
的
生
産
の
総
過
程
に
お
け
る
貨
幣
の
還
流
運
動
』
に
「
総
括
と
し
て
現
わ
れ
る
』
は
ず
の
も
の
で
あ
っ
た
」
と
断
定
し
て
お
ら
れ
る
(
『
資
本

論
誇
座
』

I
・
序
編
一

O
五
ペ
ー
ジ
、
傍
点
引
用
者
)
。
し
か
し
、
紙
数
の
関
係
上
で
は
あ
ろ
う
が
そ
の
根
拠
を
一
万
さ
れ
て
い
な
い
。
ど
の
よ
う

な
論
拠
に
基
づ
い
て
こ
の
よ
う
に
断
定
さ
れ
て
い
る
の
か
教
一
万
願
い
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

(
乱
)
な
お
、
「
総
再
生
産
過
程
」
の
と
ら
え
方
で
、
右
の
一
月
。
フ
ラ
ン
と
「
七
月
。
フ
ラ
ン
」
と
の
あ
い
だ
に
な
ん
ら
か
の
発
展
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
、



あ
っ
た
と
す
れ
ば
ど
の
相
何
度
の
も
の
で
あ
ろ
う
か
、
と
い
う
こ
と
が
一
つ
の
未
解
決
点
と
し
?
残
る
。
だ
が
こ
の
問
題
は
、
「
(
十
)
」
京
そ
の
も
の

が
叙
述
さ
れ
て
い
て
見
知
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
ま
た
前
述
の
「
資
本
家
的
生
産
に
お
け
る
貨
幣
の
還
流
運
動
」
に
か
ん
す
る
付
論
で
も
見
知

し
な
い
限
り
、
十
分
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
は
な
か
ろ
う
か
。

第
三
節

『
表
』
成
立
の

「
起
点
」
は
「
地
代
論
の
完
成
」

で
あ
る
か

ー
山
田
盛
太
郎
氏
の

「
通
説
」

の
検
討
l

ふ
り
か
え
っ
て
み
れ
ば
、

マ
ル
グ
ス
の
『
経
済
表
』
は
、
価
値
論
や
剰
余
価
値
論
を
始
め
と
す
る
種
々
の
詰
研
究
の
輝
し
い
一
つ
の
結

日
間
だ
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
な
か
ん
ず
く
そ
れ
は
、

ケ
ネ

l

『
経
済
表
』
の
批
判
的
検
討
と

A
・
ス
ミ
ス
の
「
V
プ
ラ
ス

M
の
ド
グ
マ
」

抗
判
(
不
変
資
本
の
再
生
産
に
か
ん
す
る
研
究
)
を
主
要
な
契
棋
と
し
て
成
立
し
て
き
た
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
前
者
は
主
と
し

て
貨
幣
流
通
を
商
品
の
再
生
産
と
流
通
(
事
災
上
で
は

W
の
流
通
)
の
一
契
ほ
と
し
て
と
ら
え
る
と
い
う
視
点
か
ら
、
資
木
の
流
通
、

資
本
の
再
生
産
過
程
、
資
本
が
こ
の
再
生
産
過
程
で
と
る
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
、
資
本
の
流
通
と
一
般
的
流
通
と
の
関
連
等
々
、
要
す
る
に

運
動
の
全
体
性
を
直
線
で
結
ぼ
れ
た
一
葉
の
図
表
で
概
括
せ
ん
と
す
る
試
み
を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
、

マ
ル
ク
ス
に
同
種
の
試
み
を
実
現

さ
せ
る
直
接
的
動
機
、
着
想
を
与
え
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
後
者
は
、
社
会
的
資
大
と
生
産
物
の
種
々
な
る
成
分
が
価
値
の
面

で
ど
の
よ
う
に
填
補
さ
れ
る
の
か
と
い
う
問
題
を
始
め
て
提
起
し
、
右
の
試
み
・
着
想
を
科
学
的
に
実
現
す
る
「
鑓
」
と
な
っ
た
の
で
あ

っ
た
。
こ
の
関
連
は
、
『
資
本
論
』
第
二
巻
第
三
篇
「
第
十
九
章
対
象
に
つ
い
て
の
従
来
の
叙
述
」
に
お
け
る
「
フ
ィ
ジ
イ
オ
グ
ラ
l
ト」

(
忽
)

と
「

A
・
ス
ミ
ス
」
の
扱
い
方
に
も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
c

(
沼
)

こ
の
扱
い
方
に
か
ん
し
て
レ
1
ニ
ン
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
c

「
ほ
か
な
ら
ぬ
A
・
ス
ミ
ス
こ
そ
、
生
産
物
は
生
産
物
と
交
換
さ
れ

再
生
産
論
(
資
本
払
哩
二
巻
三
篇
」
)
の
成
立
に
つ
い
て

r由¥

一一、、J

玉
九



蒋
生
産
論
(
資
本
論
「
三
巻
一
一
以
崩
」
)
の
成
立
に
つ
い
て

" 
'--' 

ノ、。

、、

る
と
い
う
(
プ
ィ
ジ
イ
オ
グ
ラ
l
ト
に
も
わ
か
っ
て
い
た
)
こ
の
真
理
を
認
め
た
の
に
止
ま
ら
ず
、
社
会
的
資
本
と
社
会
的
生
産
物
と
の
種
々
の
構

成
部
分
が
そ
れ
ら
の
価
値
の
点
で
ど
の
よ
う
に
填
補
さ
れ
る
か
と
い
う
問
題
を
も
提
起
し
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
マ
ル
グ
ス
は
、
フ
ィ
ジ
イ
オ

グ
ラ
l
ト
に
は
一
ペ
ー
ジ
半
ほ
ど
し
か
さ
い
て
い
な
い
の
に
、
ス
ミ
ス
に
は
三
十
ペ
ー
ジ
以
上
も
さ
い
て
そ
の
後
の
全
経
済
学
に
う
け
つ
が
れ
た
基

本
的
誤
り
を
詳
し
く
検
討
し
た
の
で
あ
る
」
(
三
回
空
呂
田
の
。
4
Z
5
5巾

3

吋

D
E
-
r

。・8)

と
こ
ろ
、
が
、

マ
ル
グ
ス
『
経
済
表
』
は
伎
の
「
地
代
論
の
完
成
」
一
八
六
二
年
六
月

t
入
月
i
を
「
起
点
」
と
し
て
始
め
て
成
立
し

た
の
だ
と
い
う
見
解
が
あ
る

(
ち
な
み
に
、

さ
き
に
ケ
ネ
l

『
表
』
成
立
の
、
主
要
契
機
と
し
て
指
摘
し
た
研
究
は
、
同
年
一
月

i
五
月
の

も
の
で
あ
る
)
。
こ
の
見
解
は
山
田
盛
太
郎
氏
に
よ
っ
て
示
さ
れ
、

そ
の
後
再
生
産
論
の
形
成
過
程
に
か
ん
す
る
問
題
を
論
及
す
る
大
方

の
人
々
に
よ
っ
て
う
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
っ
て
、

ほ
ぽ
「
通
説
」
と
み
な
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
例
え
ば
つ
ぎ

の
人
々
の
言
葉
に
も
明
示
さ
れ
て
い
る
。
宮
本
義
男
氏

l
i
「
絶
対
地
代
論
の
確
立
が
マ
ル
グ
ス
経
済
表
、

ひ
い
て
は
マ
ル
ク
ス
再
生
昆

表
式
の
確
立
の
契
機
と
な
っ
た
こ
と
は
今
日
周
知
の
事
実
だ
」
(
「
資
本
論
研
究
』
大
月
書
底
、

二
二
ペ
ー
ジ
)
。
佐
藤
金
三
郎
氏

l
l

「
こ
の
表
自
体
の
成
立
が
:
:
:
と
り
わ
け
六
二
年
夏
の
地
代
論
の
完
成
に
負
っ
て
い
る
こ
と
は
あ
き
ら
か
で
あ
る
」
(
『
資
本
論
講
座
』
I
、
序

編
-
一

O
五
ベ

I
J
γ
)
。
小
林
賢
斎
氏

l
l
「
こ
の
マ
ル
ク
ス
の
「
経
済
表
』
成
立
の
過
程
が
伎
の
地
代
論
の
完
成
を
伴
っ
て
い
る
事
は
周

知
の
如
く
で
あ
る
」
(
前
掲
論
文
《
前
号
三
ペ
ー
ジ
注
I
参
照
》
一

O
二
ペ
ー
ジ
)
。
等
々
。

(
お
)
小
林
氏
は
『
学
説
史
』
の
前
述
し
た
三
つ
の
付
論
(
前
章
第
一
筒
第
三
節
)
を
マ
ル
グ
ス
『
経
済
表
』
へ
の
「
ス
テ
ッ
プ
し
と
し
て
取
り
あ

げ
ら
れ
、
そ
れ
ら
の
検
討
か
ら
た
だ
ち
に
マ
ル
グ
ス
の
『
経
済
表
』
の
検
討
に
移
っ
て
お
ら
れ
る
。
だ
が
他
方
で
は
、
右
の
ご
と
く
「
「
表
』
成
立
の

過
程
が
地
代
論
の
完
成
を
伴
っ
て
い
る
」
と
い
う
か
た
ち
で
山
田
氏
の
見
解
を
う
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
点
、
も
し
「
伴
っ
て
い
る
し
と
い
わ

れ
る
意
味
が
無
内
容
な
も
の
|
|
1

つ
ま
り
単
に
時
間
的
事
実
と
し
て
地
代
論
の
完
成
後
に
「
表
』
が
成
立
し
た
と
い
う
程
度
の
意
味
ー
ー
で
な
い
と

す
る
な
ら
ば
、
氏
の
研
究
叙
述
の
仕
方
と
右
の
地
代
論
一
広
々
と
い
う
主
張
と
は
、
ど
の
よ
う
に
「
整
〈
と
し
う
る
の
で
あ
ろ
う
か
?
い
さ
さ
か
疑
問

に
な
る
。



そ
こ
で
以
下
、
山
田
氏
の
主
張
を
検
討
し
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
そ
の
た
め
に
ま
ず
、
氏
の
主
張
を
そ
の
叙
述
に
よ
っ
て
や
や
詳
し

く
み
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
氏
は
、
我
国
に
お
け
る
再
生
産
論
の
一
先
駆
を
な
し
た
著
名
な
る
業
績
『
再
生
産
過
程
一
位
向
序
論
』
に
お
け

ーJ

る
序
論
の
「
沼
再
生
産
論
の
構
成
の
成
立
過
程
」
で
つ
ぎ
の
ご
と
く
の
べ
ら
れ
て
い
る
。

「
マ
ル
グ
ス
の
再
生
産
の
『
表
式
』
の
成
立
過
程
の
起
点
は
一
八
六
コ
一
年
の
『
表
」
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、

そ
の
『
表
』

そ
れ
自
体
の
成
立
過
程
の
起
酷
は
何
で
あ
る
か
。
そ
れ
は
一
八
六
三
年
の
地
代
論
の
完
成
で
あ
る
。
同
年
六
月
十
八
日
付
け
、

エ
ン
ゲ
ル

ス
宛
書
翰
に
於
て

マ
ル
グ
ス
は
日
ふ
。

「
私
は
い
ま
遂
に
地
代
理
論
に
決
着
を
附
け
た
。
私
は
既
に
長
い
間
リ
カ
ア
ド
理
論
の
完
全
な

る
妥
当
性
に
就
い
て
疑
念
を
抱
い
て
ゐ
た
が
、
遂
に
そ
の
欺
晴
を
見
付
け
出
し
た
』
と
。
地
代
理
論
の
完
成
は
差
額
地
代
及
び
絶
対
地
代

の
解
決
を
意
味
し
、

即
ち
、

地
代
を
一
の
寸
転
化
さ
れ
た
形
態
」
と
し
て
そ
の
本
源
形
態
た
る
剰
余
価
値
へ
帰
着
せ
し
む
る
こ
と
を
意
味

し
、
資
本
の
運
動
の
全
面
的
把
握
は
確
立
せ
ら
れ
、
誌
に
初
め
て
、
再
生
産
の
問
題
が
問
題
と
し
て
提
起
さ
れ
得
る
に
至
る
。
そ
の
聞
の

事
情
を
証
明
す
る
も
の
は
、
外
な
ら
ぬ
右
の
書
翰
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、

マ
ル
ク
ス
は
其
処
で
ケ
ネ
!
の
「
経
済
表
』
の
研
究
に
向
つ

て
ゐ
る
こ
と
を
示
し
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。
即
ち
マ
ル
グ
ス
は
日
ふ
。

『
若
し
貴
君
を
煩
は
す
こ
と
な
く
極
く
簡
単
に
出
来
る
こ
と
だ
っ

た
ら
、

イ
タ
リ
ア
の
簿
記
範
例
(
説
明
付
き
)
を
お
願
ひ
し
度
い
。

ド
グ
ト
ル
・
ケ
ネ
l
の
「
経
済
表
」
の
検
討
に
必
要
な
ん
だ
が
』
と
。

ケ
ネ
l
の
『
表
」
に
置
き
換
え
た
所
の
、

済
学
全
集
第
十
一
巻
「
資
本
論
体
系
』
肘
「
第
三
篇
再
生
産
過
程
一
綜
序
論
L

二
七
二
ペ
ー
ジ
)
。

さ
ら
に
、
論
文
「
再
生
産
表
式
と
地
代
範
噂
」
(
『
人
文
』
創
刊
号
所
載
)
で
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ
ら
れ
る
。
「
マ
ル
グ
ス
の
再
生
産
表

一
八
六
三
年
の
マ
ル
ク
ス
の
『
表
』
が
こ
れ
に
引
き
続
く
こ
と
は
自
明
で
あ
る
」
(
改
造
社
版
経

式
は
ケ
ネ
l
の
『
経
済
表
』
の
揚
棄
で
あ
り
、

そ
の
揚
棄
の
最
も
根
本
的
な
条
件
の
一
つ
は
マ
ル
ク
ス
地
代
論
の
完
成
で
あ
る
。
問
題
は

こ
の
一
貼
に
か
L

る
」
(
二

1
一一一ページ)。

再
生
産
論
(
資
本
論
「
一
一
巻
三
篇
」
)
の
成
立
に
つ
い
て

( 

、】〆

4

↓、、
-
」
ノ



再
生
産
論
(
資
本
論
一
二
巻
三
篇
」
)
の
成
立
に
つ
い
て

( 

ー) 

+ 

ノ¥

「
云
ふ
迄
も
な
く
、
『
資
本
ー
論
』
第
二
巻
第
八
稿
に
現
わ
れ
た
再
生
産
表
式
は
そ
の
も
の
と
し
て
は
地
代
と
直
接
に
開
法
す
る
も
の
で
な

、C
A

V
〉

、

し

カ

し
か
し
、
こ
の
表
式
に
お
け
る
一
範
時
、
剰
余
価
値

m
は
、
実
は
地
代
を
そ
の
『
一
分
肢
』
と
し
て
内
包
す
る
よ
り
根
源
的
な

範
時
で
あ
る
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
」
(
一
四
五
ペ
ー
ジ
)
。
「
地
代
が
そ
の
『
一
分
肢
』
と
し
て
剰
余
価
値
に
包
括
せ
ら
れ
、

各
生

産
部
面
に
剰
余
価
値
生
産
一
般
の
法
則
が
確
立
せ
ら
れ
る
や
否
や
、
農
業
と
工
業
と
の
単
に
素
材
的
な
区
別
は
消
滅
し
、
新
し
く
社
会
的

総
生
産
物
W
は
生
産
手
段
と
消
費
資
料
と
に
分
割
せ
ら
れ
る
も
の
と
な
る
。
絃
に
、

二
部
門
分
割
と
価
値
構
成
。
寸
〈

+
B
の
範
時
が

興
え
ら
れ
る
。

マ
ル
ク
ス
の
再
生
産
表
式
は
こ
れ
を
表
現
す
る
。
こ
こ
に
お
い
て
、

ひ
と
は

地
代
理
論
の
完
成
宏
告
げ
、
同
時
に

ケ

ネ
ー
の
『
経
済
表
」
検
討
の
た
め
に
イ
タ
リ
ア
式
簿
記
範
例
を
求
め
た
と
こ
ろ
の
、

マ
ル
ク
ス
の
エ
ン
ゲ
ル
ス
宛
書
翰
一
八
六
二
年
六
月

十
八
日
付
を
想
起
す
べ
き
で
あ
る
」
(
一
一
一
一
一

t
一
二
三
ペ
ー
ジ
)
。
「
即
ち
、

マ
ル
グ
ス
の
地
代
理
論
の
完
成
に
基
く
ケ
ネ
!
の
「
経
済
表
」
の

検
討
を
通
じ
て
マ
ル
グ
ス
の
『
経
済
表
』

H
再
生
産
表
式
へ
。
こ
こ
に
要
黙
が
あ
る
」
(
四
ペ
ー
ジ
)
。

以
上
要
す
る
に
、
氏
は
「
地
代
論
の
完
成
」

リ
ケ
ネ
1
の
地
代
範
時
の
完
全
な
る
「
揚
棄
」
に
よ
っ
て
「
資
本
の
運
動
の
全
面
的
把
握
」

が
確
立
さ
れ
、
始
め
て
再
生
産
論
が
「
問
題
と
し
て
提
起
さ
れ
う
る
」
と
い
う
点
で
、

マ
ル
グ
ス
寸
経
済
表
』
成
立
の
「
起
点
」
を
ば
「
地

代
論
の
完
成
」
に
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

そ
し
て
そ
の
正
当
性
を
根
拠
ボ
つ
け
る
事
実
と
し
て
、
「
地
代
論
の
完
成
」
(
一
八
六
三
年
六

月
t
八
月
)
直
後
に
ケ
ネ
l

「
表
』
が
検
討
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
ー
そ
の
こ
と
を
示
す
「
書
幹
」
宏
提
示
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
「
地
代
論
の
完
成
」
|
ケ
ネ
1
地
代
範
暁
の
「
揚
棄
」

l
直
後
に
ケ
ネ
1

2
衣
』
の
検
討
が
あ
る
こ

さ
し
当
り
右
の
試
み
、

b
(
そ
れ
を
示
す
書
幹
)
を
挙
げ
て
自
説
の
正
し
さ
の
証
拠
に
し
よ
う
と
す
る
試
み
に
つ
い
て
。
氏
が
研
究
の
順
序
(
前
後
関
係
)
と
い
う

「
証
固
」
で
証
明
さ
れ
よ
う
と
す
る
事
柄
は
、
「
地
代
論
の
完
成
」
は
ケ
ネ
1

『
表
』
「
揚
棄
の
根
本
的
一
条
件
で
あ
る
」
と
い
う
ま
さ
に
理

論
的
関
連
で
あ
る
。

し
か
し
、
周
知
の
ご
と
く
、
研
究
の
仕
方
や
順
序
は
理
論
的
認
識
の
必
然
的
関
連
と
必
ず
し
も
照
応
し
な
い
。
従
つ



て
、
仮
に
「
地
代
論
の
完
成
」
が
ケ
ネ
1

『
表
』
揚
棄
の
根
木
条
件
で
あ
る
と
い
う
理
論
的
関
連
が
正
し
い
と
し
て
も
、
「
地
代
論
の
完

成
」
骨
骨
わ
ケ
ネ

1

「
表
』
の
検
討
が
中
か
か
と
い
う
事
実
は
、
右
の
理
論
的
関
係
を
骨
骨
山
一
不
す
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
従
っ
て
ま
た
、

氏
が
白
一
一
討
の
正
し
さ
を
証
拠
だ
て
る
た
め
に
「
地
代
論
の
完
成
」
(
ケ
ネ
1

『
表
」
の
「
揚
棄
」
)
直
後
に
『
茨
』
の
検
討
が
お
こ
な
わ
れ

て
い
る
こ
と
を
提
示
さ
れ
る
の
は
、
少
く
と
も
説
得
力
を
欠
い
た
試
み
と
い
わ
ざ
る
左
え
な
い
と

っ
と
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
。

と
い
"
つ
の
は
、

つ
ぎ
の
事
実
を
み
る
と
も

ケ
ネ
l
『
表
』
の
検
討
は
「
地
代
論
の
完
成
」
直
後
だ
け
で
は
な
く
直
前
に
も
お
こ
な
わ

こ
の
A
一は、

れ
て
お
り
、

こ
の
お
り
の
検
討
は
ノ

1
ト
第
六
舟
の
重
農
主
義
者
の
根
本
的
批
判
1
1
1
そ
れ
は
彼
ら
の
地
代
範
時
の
批
判
を
も
ふ
く
む

一
巻
第
二
章
「
重
農
主
義
者
」
参
照
)
。

A
-
ス
ミ
ス
の
検
討
の
あ
と
で
な
さ
れ
た
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
(
木
稿
第
一
章
第
三
節
〈
前
号
所
載
V
お
よ
び
『
学
説
史
』
第

さ
ら
に
補
足
す
れ
ば
、
「
地
代
論
の
完
成
」
直
後
に
ケ
ネ
l
『
表
』
の
研
買
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
と

i
ー
ー
を
前
提
し
、

い
わ
れ
る
が
そ
の
「
事
実
」
さ
え
い
さ
さ
か
疑
問
な
の
で
あ
る
。
氏
が
そ
の
根
拠
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
例
の
六
月
十
八
付
エ
ン

ゲ
ル
ス
宛
の
者
一
目
幹
の
記
述
l

「
イ
タ
リ
ア
式
簿
記
の
見
本
(
説
明
っ
き
)
を
一
つ
お
願
い
す
る
υ

そ
れ
は
ド
グ
ト
ル
・
ケ
ネ
!
の
『
経
済

表
」
の
説
明
に
役
立
つ
だ
ろ
う
。
:
:
:
」

l
ー
ー
だ
け
で
あ
る
。

(

川

品

)

杭
け
ら
れ
、
十
月

i
十
一
月
に
は
「
第
一
二
信

し
か
し
、
地
代
誌
の
研
究
は
、
機
械
の
磨
損
問
題
と
と
も
に
九
月
ま
で

〔
お
)

資
木
と
利
潤
」
の
研
究
・
叙
述
が
す
す
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
つ
で
、
こ
の
閣
に
ケ
ネ
1

『
表
』
の
検
討
を
指
示
す
る
な
ん
の
証
拠
資
料
も
な
い
。
ち
な
み
に
、
当
時
の
マ
ル
グ
ス
の
研
究
は
、
二
十
コ
一
舟
の
ノ

1
ト
と
し
て
詳
細
に

記
録
さ
れ
て
い
る
が
、
地
代
前
の
諸
研
究
は
主
と
し
て
ノ
l
ト
第
十
舟
か
ら
第
十
二
冊
で
詳
し
く
明
示
さ
れ
、
続
く
第
十
三
舟
?
第
十
五

(
お
)

「
剰
余
価
値
に
か
ん
す
る
諸
学
説
」
が
、
そ
し
て
第
十
六
冊
と
十
八
冊
で
は
、
「
資
本
と
利

所
で
は
リ
カ
l
ド
の
蓄
積
論
を
始
め
と
す
る

潤
」
に
か
ん
す
る
研
究
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。

(
幻
)

加
に
お
い
て
で
あ
る
。

ケ
ネ
i
『
世
一
と
の
検
討
が
一
万
さ
れ
て
い
る
の
は
、
翌
年
六
、

七
月
の
ノ

i
ト
律
二
十
三

再
生
産
論
(
資
本
論
「
二
巻
三
篇
」
)
の
成
立
に
つ
い
て

〈
一
一
)

中

ノ、



再
生
産
論
(
資
本
論
「
二
巻
三
篇
」
)
の
成
立
に
つ
い
て

( 

ー
) 

一
六
四

(
但
)
一
↓
八
六
二
年
八
月
二
十
日
付
、
お
よ
び
九
月
九
日
付

ゲ

ω・
N
E
i
N∞
印
)
。

(
お
)
こ
の
点
は
、
つ
ぎ
の
諸
事
実
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。

(
f
)
「
第
十
七
号
(
/
}
ト
第
十
七
舟
i
引
用
者
)
の
絞
り
に
は
、
一
八
六
二
年
十
月
お
よ

び
十
一
月
、
て
ふ
蕊
裂
が
あ
り
、
第
十
九
ロ
ザ
の
綴
り
に
は
、
一
入
六
三
年
一
月
、
と
日
附
が
し
て
あ
る
」
(
カ
ウ
ツ
キ
1

『
坐
説
史
』
第
三
巻
へ
の

序
文
、
改
造
社
版
『
マ
ル
ク
ス
エ
ン
ゲ
ル
ス
全
集
』
第
十
一
巻
、
十
二

1
三
ペ
ー
ジ
)
。
(
ロ
)
「
学
説
史
』
末
尾
の
注
解
〔
一
二
九
〕
に
記
述
さ
れ
て

い
る
こ
と
(
本
章
第
二
節
注
記
日
参
照
)
。
(
ハ
)
「
九
七
三
|
一
一
五
八
ペ
ー
ジ
(
第
十
六
府
!
第
十
八
舟
)
は
資
本
と
利
潤
、
利
潤
率
、
商
人
資
本
お

よ
び
貨
幣
資
本
を
、
つ
ま
り
後
に
第
一
三
部
の
た
め
の
原
稿
中
で
展
開
さ
れ
て
い
る
諸
題
目
を
取
り
扱
っ
て
い
る
」
(
エ
ン
ゲ
ル
ス
『
資
本
論
』
州
市
二

巻への序一一一日、

m-
土。

(
お
)
『
学
説
史
』
序
一
七
一
口
(
二
十
二

i
四
ペ
ー
ジ
)
。
同
著
四
|
五
ペ
ー
ジ
、
お
よ
び
同
著
第
八
章
1
第
十
七
章
。

(
幻
)
「
学
説
史
』
第
一
巻
補
遺
「
円
入
重
農
主
義
者
に
か
ん
す
る
章
の
補
足
〕
」
参
照
。

マ
ル
グ
ス
か
ら
エ
ン
ゲ
ル
ス
へ
の
手
紙

(
a

露
関
・
当
日
門
官
ョ
関
山
口
仏

ω
0
・
ω-N31lN∞

と
こ
ろ
で
以
上
の
点
は
さ
て
お
く
と
し
て
も
、

そ
も
そ
も
理
論
的
に
み
て
、
「
地
代
論
の
完
成
」
こ
そ
が
『
経
済
表
』
成
立
の
「
起
点
」

と
い
え
る
で
あ
ろ
う
か
?

氏
の
言
葉
を
借
川
す
れ
ば
、
「
問
阿
国
は
と
の
一
点
に
か
か
る
」
。

氏
の
論
述
に
よ
れ
ば
、

そ
う
で
あ
る
理
由
は
、
「
地
代
論
の
完
成
」
に
よ
っ
て
地
代
が
剰
余
価
値
に
帰
着
せ
し
め
ら
れ
「
資
本
の
全
面

的
把
握
は
確
立
せ
ら
れ
、
絃
に
初
め
て
、
再
生
産
の
問
題
が
問
題
と
し
て
提
起
さ
れ
得
る
」
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。

い

う

ま

で

も

な
く
、
地
代
に
せ
よ
利
潤
に
せ
よ
は
た
ぎ
た
利
子
に
せ
よ
、

そ
れ
ら
は
剰
余
価
値
の
「
一
分
肢
」
と
し
て
把
握
さ
れ
ぬ
限
り
、
換
言
す
れ

ば
、
剰
余
価
値
概
念
そ
の
も
の
が
明
確
に
把
握
さ
れ
ぬ
限
り
、
再
生
産
論
が
(
も
っ
と
も
再
生
産
論
だ
け
に
限
ら
な
い
が
)
問
題
と
し
て
提

し
か
し
、
氏
が
わ
ざ
わ
ざ
一
八
六
二
年
六
月
1

八
月
に
お
け
る
「
地
代
論
の
完
成
」
と
い
わ
れ
る

起
さ
れ
え
ぬ
こ
と
は
た
し
か
で
あ
る
つ

以
上
、
「
資
本
の
運
動
の
全
而
的
把
握
」
の
条
件
従
っ
て
主
だ
「
再
生
産
の
問
題
を
問
題
と
し
て
提
超
し
得
る
」
条
件
し
/
)
し
て
の
「
地
代

論
の
完
成
し
と
い
う
意
味
は
、
右
の
ご
と
く
単
に
地
代
を
ば
剰
余
価
値
の
一
分
肢
形
態
と
し
て
と
ら
え
た
り
、
剰
余
価
値
を
利
潤
、
利
子
、



地
代
等
の
特
殊
形
態
か
ら
独
立
し
て
一
般
的
に
取
り
扱
う
と
い
う
意
味
だ
け
で
は
あ
る
ま
い
。
こ
う
し
た
把
握
は
な
に
も
一
八
六
二
年
六

月
を
ま
た
ず
と
も
、
『

u

要
綱
」
や
『
学
説
史
』
の
最
初
の
諸
ノ

1
ト
(
地
代
論
の
完
成
以
前
の
ノ
1
ト
)
で
明
示
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
例

え
ば
つ
ぎ
の
叙
述
を
み
ら
れ
た
い
。
「
リ
カ
ー
ド
は
き
わ
め
て
単
純
に
刺
余
価
値
と
利
潤
と
を
混
同
し
て
い
た
」

(
d
E足ロ
mmtω
・8
8
0

「
利
潤
一
般
は
、

げ
リ
日
吋
司
、

云
寸
泊
札

利
ナ

土也
代

な
ど
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
で
さ
ま
ざ
ま
な
階
級
聞
に
分
配
さ
れ
う
る
」

(
H
σ

広・

ω・

ミ
ω)
。
「
マ
ル
グ
ス
自
身
の
経
済
学
批
判
は
一
八
五
九
年
ご
ろ
ま
で
に
大
綱
ば
か
り
で
な
く
最
重
要
な
細
目
で
も
で
き
あ
が
っ
て
い
た
」

(
エ
ン
ゲ
ル
ス
「
資
本
論
』
第
二
巻
へ
の
序
司
一
一
円
)
。
「
A
・
ス
ミ
ス
は
、
剰
余
価
値
J
e
-
-
を
本
来
の
利
潤
や
地
代
は
そ
の
分
肢
た
る
に
す
ぎ
ぬ
と

こ
ろ
の
一
般
的
範
時
と
解
す
る
。
と
は
い
え
彼
は
、
剰
余
価
値
そ
の
も
の
を
独
自
の
範
障
と
し
て
、
そ
れ
が
利
潤
や
地
代
に
お
い
て
つ
ね

に
う
け
と
る
特
殊
的
形
態
か
ら
区
別
し
な
か
っ
た
」
(
R

富
島
2『

-RぺJ
、H，
m-こ・
ω・お)。

従
っ
て
氏
の
い
わ
れ
る
「
地
代
論
の
完
成
」
の
意
味
内
容
は
、

氏
の
論
述
で
い
う
と
、
「
差
額
地
代
お
よ
び
絶
対
地
代
の
解
決
」
、

な
カ〉

ん
ず
く
六
二
年
六
月

t
八
月
に
始
め
て
明
確
に
解
決
さ
れ
た
「
価
値
法
則
を
侵
害
し
な
い
で
絶
対
地
代
の
可
能
性
を
証
明
す
る
こ
と
」

(
六
二
年
八
月
九
日
付
エ
シ
ゲ
ル
ス
へ
の
手
紙
)
だ
と
い
う
と
と
に
な
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
氏
の
見
解
を
う
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
宮
本
義
男
氏
は
、

「
絶
対
地
代
論
の
確
立
が
マ
ル
グ
ス
経
済
去

の
確
立
の
契
機
と
な
っ
た
一
五
々
」
と
の
べ
ら
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
っ

そ
れ
ゆ
え
山
田
氏
の
主
張
を
も
う
一
度
整
理
す
る
と
、

そ
れ
は
つ
ぎ
の
二
つ
の
基
本
的
認
識
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
附
加

一
、
再
生
産
論
が
問
題
と
し
て
提
起
さ
れ
う
る
根
本
条
件
は
「
資
本
の
運
動
の
全
面
的
把
握
」
で
あ
る
。
第
二
、

こ
の
「
全
面
的
把
握
」
の

根
本
的
条
件
は
「
地
代
論
の
完
成
」
つ
ま
り
絶
対
地
代
の
論
証
で
あ
る
(
従
っ
て
、
氏
が
い
わ
れ
る
「
起
点
」
と
は
理
論
的
な
意
味
で
の

「
全
面
的
把
握
」
の
決
定
的
契
機
で
あ
り
、
従
っ
て
ま
た
、
「
再
生
産
の
問
題
が
問
題
と
し
て
提
起
」
さ
れ
る
た
め
の
決
定
的
契
機
を
意
味

し
て
い
る
)
。
こ
と
で
一
つ
あ
い
ま
い
な
の
は
、
「
資
本
の
運
動
の
全
国
的
把
握
」
と
い
う
言
葉
の
範
囲
お
よ
び
内
容
の
規
逗
で
あ
る
。

再
生
産
論
(
資
木
論
「
二
巻
三
篇
」
)
の
成
立
に
つ
い
て

，.....， 

一
'-' 

一
六
五



再
生
産
論
(
資
本
論
「
二
巻
三
篇
」
)
の
成
立
に
つ
い
て

r-. 

一一、、ノ

一
六
六

つ
ま
り
、
「
全
面
的
把
握
」
と
い
っ
て
も
種
々
の
内
容
と
範
囲
で
い
い
う
る
の
で
あ
っ
て
、
例
え
ば
価
値
概
念
か
ら
出
発
し
て
、
直
接
的

生
産
過
程
の
基
本
機
構
、
資
本
の
流
通
上
の
諸
姿
態
、
回
転
等
々
の
担
握
や
、
『
要
綱
』
に
一
万
さ
れ
て
い
る
程
度
の
剰
余
価
値
の
利
潤
へ

の
転
化
お
よ
び
利
潤
率
の
低
下
傾

r

川
、
同
じ
く
剥
余
崎
直
の
利
子
へ
の
転
他
の
説
明
、
さ
ら
に
さ
き
に
示
し
た
程
度
の
地
代
の
把
握
、

(
m
m
)
 

々
で
も
一
つ
の
「
全
面
的
把
摂
」
と
い
え
な
い
こ
と
は
な
い
。
だ
が
氏
の
場
合
に
は
、
「
絶
対
地
代
論
の
完
成
」
も
ふ
く
め
て
全
面
性

が
一
山
々
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
と
の
ほ
切
古
の
「
全
而
的
把
握
」
は
さ
き
の
把
握
よ
り
も
っ
と
詳
細
な
内
容
と
拡
が
り
に
お
い
て
考
え
ら
れ

て
い
る
も
の
、

つ
ま
り
文
字
通
り
の
「
全
而
的
把
握
」

日
資
本
の
全
運
動
苛
法
則
心
詳
細
な
把
握
で
は
な
い
か
と
類
推
す
る
こ
と
も
で
き

る
。
し
か
し
、
そ
の
類
推
が
認
め
ら
れ
て
し
ま
え
ば
、
げ
て
れ
で
こ
の
検
討
も
不
必
妥
に
な
っ
て
し
ま
う
。
な
ぜ
な
ら
、
全
面
的
に
把
握
さ

れ
る
対
象
の
な
か
に
再
生
産
過
程
の
法
則
ま
で
が
ふ
く
め
ら
れ
て
し
空
い
か
ね
な
く
な
り
、
氏
の
主
張
は
ま
っ
た
く
ナ
シ
セ
ン
ス
な
も
の

と
化
す
る
か
ら
で
あ
る
。
氏
は
き
た
、
絶
対
地
代
の
解
決
に
よ
っ
て
始
め
て
地
代
が
剰
余
価
値
の
一
分
肢
と
し
て
把
握
さ
れ
う
る
と
い
わ

れ
て
い
る
、
が
、

こ
の
点
も
同
様
に
「
一
分
肢
と
し
て
把
握
す
る
」
と

γつ
こ
と
の
意
味
を
ど
の
よ
う
な
拡
が
り
と
深
み
で
い
わ
れ
て
い
る

か
が
あ
い
ま
い
に
さ
れ
て
い
る
。

だ
が
、
こ
う
し
た
点
の
穿
さ
く
は
一
応
打
ち
切
っ
て
お
く
こ
と
に
し
て
、

と
も
か
く
「
全
面
的
把
握
」
の
最
も
担
本
的
一
要
件
が
絶
対

地
代
の
論
証
に
あ
る
と
い
う
こ
王
に
し
て
お
こ
う
{
そ
う
す
れ
ば
結
用
、
同
組
は
こ
う
し
た
絶
対
地
代
の
証
明
が
果
し
て
『
経
済
支
』
成

立
の
「
起
点
」

1
1
1
つ
ま
り
「
再
生
庄
の
同
盟
を
問
題
と
し
て
提
起
し
う
る
」
た
め
の
根
本
的
認
識
条
件
ー
ー
で
あ
る
か
ど
う
か
、

と
し、

う
こ
と
に
な
る

υ

し
か
し
こ
の
よ
う
な
か
た
ち
で
問
題
が
提
出
さ
れ
る
な
ら
ば
、
そ
の
答
え
は
自
ら
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
け
だ
し
、
「
再
生

産
の
問
題
」
の
根
幹
は
、

社
会
的
総
資
本
の
価
値
お
よ
び
質
料
填
補
の
態
容
に
あ
る
以
上
、
組
対
地
代
の
証
明
を
ま
た
な
い
で
地
代
を
剰

余
価
値
の
一
分
肢
と
し
て
「
一
般
的
に
」
把
握
し
て
お
く
だ
け
で
も
立
派
に
提
起
し
う
る
関
係
に
あ
る
か
ら
で
あ
り
、

こ
の
点
は
『
資
本
論
』



に
お
け
る
再
生
産
論
と
地
代
論
の
理
論
的
位
置
か
ら
し
て
も
、

ま
た
資
本
家
的
生
産
の
再
生
産
に
か
ん
す
る
問
題
が
問
題
と
し
て
「
地
代

論
の
完
成
」
以
前
に
研
究
さ
れ
て
い
る
骸
然
た
る
事
実
(
前
章
第
一
一
ニ
節
参
照
)
か
ら
し
で
も
明
白
な
と
と
ろ
だ
か
ら
で
あ
る
。
念
の
た
め

に
付
一
マ
一
目
す
れ
ば
、
右
の
点
は
、
研
究
と
叙
述
の
順
序
が
相
違
す
る
こ
と
や
、
一
u

表
』
が
「
地
代
論
の
完
成
」
以
後
に
描
か
れ
、
「
表
』
作
製

の
の
ち
に
「
二
巻
一
ニ
篇
」
な
る
独
自
の
位
置
に
お
い
て
「
社
会
的
総
資
木
の
再
生
産
と
流
通
」
が
函
有
の
問
題
と
し
て
考
究
さ
れ
た
と
い

う
こ
と
を
少
し
も
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。

た
だ
か
か
る
事
実
か
ら
「
地
代
論
の
完
成
」
は
、
「
表
』
成
立
の

「
起
点
」

で
あ
る
と
い

う
理
解
1

1
社
会
的
資
本
の
各
成
分
の
填
補
(
従
っ
て
収
入
の
填
補
)
が
ど
う
な
る
か
と
い
う
問
題
を
問
題
と
し
て
認
識
す
る
理
論
的
条
件

だ
と
い
う
考
え
ー
ー
を
誘
導
す
る
こ
と
を
否
定
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
『
去
』
が
成
立
し
う
る
た
め
の
理
論
的
諸
前
提
が

「
地
代
論
の
完
成
」
以
前
に
準
備
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

そ
の
「
完
成
」
以
後
に
な
っ
た
と
い
う
事
実
は
、
絶
対
地
代
の
論
証

(
却
)

と
い
う
理
論
的
契
桜
以
外
の
諸
契
機
に
そ
の
理
由
を
求
め
る
べ
き
で
あ
る
つ

な
お
氏
は
こ
う
も
い
わ
れ
て
い
た
。

ケ
ネ

1
「
経
済
表
』
の
「
揚
棄
の
最
も
根
本
的
な
条
件
の
一
つ
は
マ
ル
グ
ス
地
代
請
の
完
成
で
あ

る
」
と
。
こ
の
主
張
に
か
ん
し
て
も
、
こ
れ
ま
で
に
の
べ
て
き
た
こ
と
が
妥
当
す
る
。
く
り
か
え
し
を
さ
げ
て
い
う
な
ら
ば
、

ケ
不

地

代
範
障
の
「
揚
棄
L

は
根
木
的
に
は
す
で
に
ノ

l
ト
第
六
舟
(
『
学
説
史
」
第
一
巻
第
二
章
)
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
「
地
代
論
の

完
成
」
以
前
の
ノ

1
ト
第
十
冊
に
お
け
る
ヶ
、
不

I
τ
表
』
の
検
討
(
前
述
)
は
右
の
「
揚
棄
」
を
前
提
に
し
て
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
ば
か
り

か、

A
・
ス
ミ
ス
の
「
V
プ
ラ
ス

M
の
ド
グ
マ
」
批
判
を
も
前
提
に
し
て
お
り
、
前
章
第
三
節
に
み
た
よ
う
な
ケ
ネ
1

『
表
』
の
正
し
い

総
括
的
評
価
を
打
ち
出
し
て
い
る
】
さ
ら
に
こ
の
評
価
に
み
ら
れ
る
観
点
は
マ
ル
グ
ス
「
表
』
そ
の
も
の
を
貫
ぬ
く
観
点
で
あ
り
、

こ
の

評
価
の
仕
方
自
身
マ
ル
ク
ス
『
表
』
の
試
み
を
示
唆
し
た
も
の
と
さ
え
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
(
前
京
第
三
節
)
。
だ
か
ら
、

こ
の
お
り
の

ケ
ネ

1
『
表
』
の
検
討
こ
そ
、
そ
の
「
揚
棄
」
以
外
の
な
に
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

再
生
産
論
(
出
只
木
論
「
二
番
三
篇
」
)
の
成
立
に
つ
い
て

""、、
一、、J
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六
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再
生
産
論
(
資
本
論
「
二
巻
三
篇
L
)

の
成
立
に
つ
い
て

'" 一、、./

一
六
八

以
上
か
ら
み
て
、

ケ
ネ

I

『
経
済
表
』
成
立
の
「
起
点
」
を
「
地
代
論
の
完
成
」
に
求
め
る
主
張
の
誤
り
は
明
ら
か
で
あ
る
。

そ
れ
に

し
て
も
、

ど
う
し
て
こ
う
し
た
誤
っ
た
思
考
が
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
か
?

思
う
に
そ
れ
は
、
氏
に
あ
っ
て
は
、
第
一
に
「
地
代
範
酵
の
完
全
な
る
揚
棄
」
、
「
地
代
論
の
完
成
」
、
「
運
動
の
全
面
的
把
握
」
等
々
と

い
う
さ
い
の
「
完
全
」
、
「
完
成
」
、
「
全
面
的
」
と
い
う
言
葉
の
内
容
な
り
範
囲
が
厳
密
に
規
定
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
と
く
に
再
生
産
論

や
『
経
済
表
L

の
対
象
(
恥
再
生
産
過
程
)
を
厳
密
に
規
定
す
る
こ
と
を
お
ろ
そ
か
に
さ
れ
た
こ
と
(
そ
こ
か
ら
、
「
恥
過
程
」
だ
か
ら
資
本

の
運
動
法
則
に
か
ん
す
る
詳
細
な
全
面
的
考
究
が
前
提
さ
れ
る
べ
き
だ
、
と
い
う
漠
然
と
し
た
意
識
も
生
じ
う
る
)
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

第
二
に
、
右
の
こ
と
に
絡
ん
で
、

と
い
う
内
容
が
十
分
に
把
握
し
え
ぬ
と
い
う
こ
と
と
、
絶
対
地
代
の
論
証
を
欠
い
て
も
地
代
一
般
は
剰
余
価
値
の
一
分
肢
と
し
て
そ
れ
な

つ
ぎ
の
二
つ
の
事
柄

l
lす
な
わ
ち
、
絶
対
地
代
を
証
明
し
な
い
と
、

地
代
は
剰
余
価
値
の
一
分
肢
だ

り
に
認
識
し
う
る
と
い
う
こ
と
ー
ー
ー
が
混
同
さ
れ
、
絶
対
地
代
の
証
明
の
欠
除
は
同
時
に
地
代
を
剰
余
価
値
の
一
分
肢
と
し
て
把
握
し
え

ぬ
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
点
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

(
お
)
こ
う
し
た
あ
い
ま
い
さ
は
、
つ
ぎ
の
主
張
を
対
置
す
れ
ば
よ
り
明
瞭
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
資
本
の
運
動
の
全
面
的
把
握
が
可
能
と

な
っ
た
か
ら
再
生
産
の
問
題
が
提
起
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
再
生
産
の
問
題
が
提
起
さ
れ
て
解
決
さ
れ
た
か
ら
資
本
の
運
動
の
全
面
的
把
握
が
可
能

と
な
っ
た
の
だ
、
と
。

(
却
)
こ
の
点
で
と
り
あ
え
ず
想
起
し
う
る
こ
と
は
、
再
生
産
過
程
に
か
ん
す
る
問
題
や
『
表
」
に
よ
る
「
総
再
生
産
過
程
」
表
示
の
着
想
は
、
そ
の

、
、
、
、
、
、

経
過
か
ら
み
て
、
「
学
説
史
」
の
検
討
の
途
中
で
付
随
的
に
派
生
し
て
き
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
た
め
に
マ
ル
グ
ス
は
、
そ

の
十
分
な
検
討
や
実
現
を
ひ
と
ま
ず
「
学
説
史
」
研
究
の
一
応
終
了
し
た
の
ち
に
延
期
し
て
お
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
『
表
』
の
『
起
点
』
を
ど

の
よ
う
に
考
え
る
べ
き
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
本
節
の
最
初
に
簡
単
な
示
唆
が
あ
る
が
、
な
お
後
の
章
で
も
ふ
れ
て
あ
る
。

一
九
六
六
、
五
、
六




